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     午前１０時００分  開 議 

○議長（片山正弘君） 皆さん、おはようございます。 

  平成29年第３回松島町議会定例会を再開いたします。 

  本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程等は、お手元に配付しております。 

                                            

     日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（片山正弘君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日は、11番菅野良雄議員、12番髙橋利典議員を指名いたします。 

                                            

     日程第２ 議案第７５号 松島町個人情報保護条例の一部改正について 

○議長（片山正弘君） 日程第２、議案第75号松島町個人情報保護条例の一部改正についてを議

題といたします。 

  提案説明が終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。質疑ございますか。８番今野 

章議員。 

○８番（今野 章君） ８番今野でございます。 

  今回の、個人情報保護条例の一部改正ということで、中身としては個人の識別符号を明確に

したということと、要配慮個人情報ということでの保護すべき情報の拡大といいますか、そ

ういうことを明確にしたと。こういうことで、特に保護を強化するという意味での内容なの

で、余り問題はないのかなと思うんでありますが、提案理由の説明でもありますように、こ

の条例の一部改正については、行政機関等の保有する個人情報の適正かつ効果的な活用によ

る新たな産業の創出並びに云々と、こういうことで、個人情報の中で得られた情報を効果的

に活用していくという方向があるがために、こうした保護の内容を明確にして取り組んでい

く必要性があると、こういうことなんだろうなというふうに思うわけです。それで、これか

ら個人情報を活用するというふうになっていきますと、例えば、４情報といって氏名、生年

月日、性別、住所などですか、こういうものがありますけれども、そのほか、町で保有して

いる個人情報の種類というのは、今現在何件ぐらいになっているのかですね、その辺につい

て、まず教えてほしいなと思うんですが、よろしくお願いいたします。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 事務数で、ちょっと申し上げさせていただきます。 
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  個人識別符号を使用する事務数が247でございます。それから、要配慮個人情報を使用する

事務数が217と。247と217ということです。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 結構な種類の情報を町でも持っていると、こういうことだろうと思うん

です。問題は、そういう幾つもの情報を持っている中身を加工して出してやることになるわ

けですね。活用するということになればどこかに情報を提供してやると、こういうことにつ

ながるんだと思うんです。例えば、健康長寿課なんかでは健診のデータを保有すると、こう

いうことになるのかなと思うんですが、そういったものを個人が識別できないような状況に

して情報として出してやると。こういうことにいずれはなるのか、いつからなるのかわかり

ませんけれども、そういうことにつながっていくと、こういうことで、そういう情報の出し

方といいますか、どういうふうにしてそれを加工するのか、その辺のシステムといいますか、

やり方なんかをもう既に構築をされているのか、されていないのか。その辺、今後どういう

取り組みになっているのか教えてください。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 前にいたセクションで、同じような質問をいただいたかと思うんで

すが、そのデータそのものを送るのではなくて加工して暗号化して送るということでござい

まして、一般の方は万々が一見てもわからないような情報にはなっています。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 要するに、加工してデータを出すんですが、それは町で加工することに

なるんですか。その加工の手法とかっていうのも、これは何か国等で基準なりなんなりを設

けているのか、その辺はどうなっているんですか。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） もちろん国で基準をつくっておりまして、それに応じて加工して、

お送りするということになります。それで、議員のご質問の中に、どのぐらいの事務数がと

いうことですが、これ、非常に多く感じるかと思うんですが、ちょっとでも情報が入ってい

れば１つと数えました。例えば、私どもで言えばパソコンを使っていますけれども、指紋認

証でパソコンを開けるということでございますと、そのパソコンが扱っている事務について

はもう１つだと、１つの事務だというように入れていますので、かなり多くは見ているとい

うことでございます。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 
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○８番（今野 章君） 実際の問題として、町でそういう情報として出してやる作業というのは、

既に始まっているということなのか、それともこれからということなのか、その辺はどうな

んですか。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） これからでございまして、この10月からになります。それで、独立

事務というんですかね、それについてはまだ決まっておりませんで、全く別個に考えている、

各自治体で考えている事務について、こちらについては国の個人情報保護委員会のほうに申

請があるという話を聞いております。32ほどあるそうですが。それについては、うちの町で

は該当はしていませんので、そういった独立的にまずやりたいというところも、メニューと

してつながるという事以外にこんな事務にも使いたいよという事務ですね、それについては

そういった数字で出ているということです。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） それで、例えば、私よくわからないのは、例えば、先ほど健康長寿課の

話をしましたけれども、例えば、医薬品のメーカーだとか、そういう健康産業にかかわる会

社などから、そういうデータについて情報提供をしてほしいといった場合には、そういうも

のは出ていくのかどうか、その辺はどうなんですか。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） それは出ていきません。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） それから、もう１つ気がかりだったのは、これは松島の役場の話ではな

いんですが、震災直後からメディカルバンク、東北大の、ここでＤＮＡの情報を集めたと。

こういうことがあるんですが、その際はいろいろ町民との関係で誓約書や何かも書いてはい

ただいているかと思うんですが、つくってはいただいていると思うんですが、松島町でこの

情報を提供した人の人数はどのくらいなのかというのは把握しておりますか。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 今、数字としては持っていないそうです。（「わかりました」の声あ

り） 

○議長（片山正弘君） 他にございますか。赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） ２番赤間です。 

  私のほうからは、個人情報の取り扱いに関してこの10月１日以降にスタートかけるというこ
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とですが、現在の職員に対する取り扱いについての理解度を深めるための研修等、あるいは、

役場内、町長以下全職員に対してそういった機会をこれまで何度か持ってきておられるのか

どうかも含めて、その辺の説明を聞きたいと思います。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） これまでも、個人情報の保護ということで研修をさせていただいて

おります。このたび、個人識別符号それから要配慮個人情報ということで、新たなというか

個人情報の類型が出てきましたので、この辺についても何が要配慮個人情報なのかですね、

その辺についてはしっかりまた研修をする機会を設けたいと、このように思っています。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） 参考までに、その研修のあり方についてお尋ねするんですが、よく個人

情報を取り扱いする窓口部門とかですね、そういった部分と、いわゆる議会方も含めてです

が、そういった取り扱いを必要としないというんですか、扱いに覚えないというか、そうい

った部署との取り扱いではいろいろ違いが出るわけでございますけれども、そういったとこ

ろについての配慮というか、あるいは外部での、例えばですよ、公務研修関係でそういった

ことが既に何度か繰り返してやっておって、伝達研修的やってきているのかとか、その辺を

ちょっと説明を聞きたいんですけれども。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 個人情報を扱う職員はもう中心にやっているわけでございますし、

それから個人情報を法規的に扱う職員はそれなりに他所に行って研修しなければならないと

いうことでやらせていただいております。公務研修所以外でも研修を、個人情報に関しては

ありますので、その辺については行かせていただいていると。それから、余り扱うことのな

い職員も一応対象にはして研修をさせていただいています。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） 今後のこととしてもですが、よく耳にすることとして、とりわけ行政機

関はそういった情報の扱いについては慎重に、守秘義務等も含めてあるわけですけれども、

そういったものについての事例研究というんですか、庁内にはそういった組織的なことは何

か設置して対処していくという考え方はあるんですか。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 明確なこういった組織がありますという組織は特にはございません

が、私どもと、総務課と町民福祉課それから情報システムを扱っている企画調整課とでは、
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しょっちゅう連携をとってやらせていただいていると。会議を持つより、事務的なところで

ざっくばらんに情報のやりとりをしたほうが、これは有意義であるというように踏んでおり

まして、こういった三課が中心となってやらせていただいているということです。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） これ、最後ですが、いわゆる法人あるいは個人を問わず、町に対して情

報開示請求等受けた場合の扱いとして、その情報の中に個人情報として、配慮個人情報等も

含めてですが、そういうところの扱いが入っているケースについての取り扱いというんです

かね、それは現時点ではどのように取り扱おうとしていますか。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 今回の改正にもございますが、18条３号ということで書いてありま

すけれども、開示請求したもので個人情報が含まれているもの、今回は改正ですので識別符

号が含まれているものということでございまして、特定の個人が識別される場合は開示でき

ないと。逆に、そういった特定の個人の識別符号を除いたときには部分開示ができるという

ようなことでございます。 

○議長（片山正弘君） 他にございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論参加ございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、討論なしと認めます。討論を終わります。 

  これより議案第75号を採決いたします。 

  本案を原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（片山正弘君） 起立全員です。よって、議案第75号松島町個人情報保護条例の一部改正

については、原案のとおり可決されました。 

                                            

     日程第３ 議案第７６号 松島町町税条例の一部改正について 

○議長（片山正弘君） 日程第３、議案第76号松島町町税条例の一部改正についてを議題といた

します。 

  提案説明が終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。質疑ございますか。８番今野 
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章議員。 

○８番（今野 章君） 今回の税条例改正、いわゆる配偶者等の働き、103万円の壁とか、あと

123万円でしたか忘れましたけれども、そういう壁を少しでも取り払うと、こういう趣旨で行

われた法改正に基づいて行われると、こういうことになると思うんですが、この中で配偶者

控除とそれから70歳以上の高齢者の場合の控除の関係も出てくるかなと思うんですが、説明

ではその辺なかったんですが、どんなふうになるんでしょうか。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） 条例の説明資料の後ろに、改正後の表がつけてありますけれども、

老人配偶者控除については、それ以外の方の控除の拡大に対応して、金額的にこれまで同様、

若干控除額が多くなるというのは変わりないです。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 要するに、控除額がこれまでより大きくなるんですか。その辺、何ぼぐ

らい、大きくなるんであればどこまで大きくなるのかその辺を教えてください。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） 改正後の表の、例えば、下のほうに米印でちょっと書いてあります

けれども、米印の老人配偶者控除についてはということで、例えば、納税者本人が1,120万円

以下の収入であれば、表のところに通常33万円から３万円の控除と書いてありますけれども、

そこのところが38万円であったり、②のところには1,120から1,170の間であれば22万円が26

万円であったりというふうな控除額になると。これ、実際控除の額としてはこのように表に

記載されておりますけれども、実際の税額に対する影響というのは約2,000人ぐらいの方のデ

ータを今のこの改正後の表に全て当てはめないと実際出てきませんので、控除、税額そのも

のの影響というのはなかなか把握し切れないかなというところがございます。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 聞こうと思ったら先に言われてしまいました。わかりました。 

  それで、次、緑化の関係ですか、市民緑地認定制度ということであるんですが、これは町長

の認定を受けた設置管理計画に基づいた土地について、本町では固定資産税額の３分の２を

減額すると。３分の２を減額するでよろしいのかどうか、まず、そこを確認させてください。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） あくまでも、実際やる方が、法人の方が仮に土地を借りてこの市民

緑地を整備したとしますと、土地所有者に対して、これあくまでも課税標準額を軽減すると
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いうことですので、そこからあと税額を算出するということになりますので、あくまでも軽

減は課税標準額ということになります。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） これは、あくまでも法人だとか団体、こういうものでないとできないと

いうことなのか。例えばですね、私の住んでいる団地のところにも宅地が空いていたりする

ところがあると。これは５年以上にわたってその地域に提供しても構いませんと、こういっ

た場合には対象にならないのかどうかですね。そういうのはどうなんでしょうか。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） 今回の対象が、緑地保全緑化推進法人ということで、基本的には特

定非営利活動法人、ＮＰＯですね、いわゆる。それから一般社団法人、一般財団法人、その

他営利を目的としない法人、あとはまちづくり会社みたいな会社組織に対しての措置になり

ますので、任意の団体の場合は対象外になるということになります。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） さっきの話の続きで、そうするとそういう宅地等を５年以上使わないで、

そういう管理計画をつくって町長に認定してもらった場合でですよ、地域の自治会といいま

すか行政区ですね、そういうところがやる場合はどうなんでしょう。これもやっぱり該当に

はならないんですか。例えば、磯崎区がその土地を借り上げて、住民のために提供していく

といった場合は該当にならないのかどうか。その辺はどうなんでしょう。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） 今言われたケースについては、該当にはなりません。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 最後ですけれども、その管理計画書というものに盛らなければならない

内容はどういったものなんでしょうか。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） 例えば、緑地保全及び緑化の目標ですとか、あとは緑化推進のため

施策に関する事項、それから施設整備、またはあと市民緑地契約などの緑地の保全に関する

事項ですとか、あとは緑化推進に関する事項ということで、ある一定のレベルの計画を求め

ているのかなというふうに思います。 

  そもそも背景としては、都市部において比較的緑化が不足しているというところもあって、

市街地に視点をおいた制度改正というふうなものかなと思っております。松島町の場合は、
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都市公園面積が大体51ヘクタール、それから１人当たりの公園面積というのが35平米という

ことで、県平均が19平米、あとは全国的にも10平米程度ということで、緑化が不足している

という状況ではないとは思いますが、あくまでも都市部にちょっと視点をおいた制度改正だ

と理解しています。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） そうしますと、現状松島では、説明でも今のところそういう申請はない

というお話なんですが、今後もほぼあり得ないということなんですか。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） 見込みとしては余りないのではないかと考えております。 

○議長（片山正弘君） 他にございませんか。色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） 平成31年から、この見直しがかかるというようなことでありますね。改

正では、控除対象配偶者を同一生計配偶者に改めて、合計所得1,000万円以下であるものを控

除対象配偶者とするということであります。この影響によることですね、影響、どのぐらい

の影響があるのか、その程度の減になるのか。わからないって言ってたね。でも、そういう

ことでどうなのかと、改めて。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） 税額そのものはちょっと申し上げられないのですが、全体的には29

年度の課税ベースの、人数で申し上げますと配偶者控除または配偶者特別控除の適用を受け

ている方が2,141人です。そこが４人減って2,137人、全体として見れば人数的には余り変わ

りありません。ただ、単純に控除額ですね、税額ではなくて控除額で見ると６億9,120万円が

７億2,096万円ということで、大体、控除額ベースで言えば1,176万円ぐらいふえるというこ

とで、最終的にはちょっと判断が難しいとは思いますが、それに比例して実際の税額も若干

減るではあろうと。ただ、その減った分については、税制改正の大綱の中にもありますとお

り、減収分については全額国費で補塡するということになっております。現時点ではその補

塡方法は示されてはいない状況にあります。 

  また、一番、多分影響が多いと思われますのが、条例説明資料の２ページの一番上の白丸の

ところかなと考えております。配偶者特別控除が33万円の上限が90万円までに引き上げにな

るということで、ここのところでは145人ぐらいふえますので、ここの部分が影響が大きいだ

ろうと今のところは考えております。以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 他にございませんか。 
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     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論参加ございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、討論なしと認めます。討論を終わります。 

  これより議案第76号を採決します。 

  本案を原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（片山正弘君） 起立全員です。よって、議案第76号松島町町税条例一部改正については、

原案のとおり可決されました。 

                                            

     日程第４ 議案第７７号 物品売買契約の締結について【消防小型動力ポンプ付積載 

                 車購入】 

○議長（片山正弘君） 日程第４、議案第77号物品売買契約の締結についてを議題といたします。 

  提案説明が終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。質疑ございますか。２番赤間幸

夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） ２番赤間です。今回の物品売買契約、いわゆる松島町消防第４分団の消

防小型動力ポンプ付積載車の更新に当たってということでの締結なんですが、要するにお伺

いしたいのは、今回更新することによってこれまでこの第４分団に備えつけられていたポン

プ付積載車でございますが、参考までに経過年数と走行キロ数をお伺いしたいと思いますが。

よろしくお願いします。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） 経過年数につきましては、今年度で15年を経過しておりまして、

走行距離につきましては2,988キロですね、こちらの距離になっております。以上でございま

す。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） 多分そういうことだろいうという数字では、大体把握させてもらってい

ますが。要するに、ここが聞きたいところなんですが、今、お話、経過年数的には15年とい

うことでありますが、いろいろな訓練等を含め、あるいは日ごろからの管理ということで見

ていますと、相当数、月のうちにも管理点検を重視して、いざ有事に備えての対応をしてい



１２ 

るような車両です。それから、今、出されましたように3,000キロ未満の走行キロ数、当然判

断的にはそれだけ有事想定で出動回数が少なくて済んだんだなという理解は立つわけです。

しかしながら、もうその台車としての機能といえばほぼちょっといろいろ、今、お話しして

いる過程でも、議員の中にも新品同様だなというくらいの感覚をお持ちの議員さんもおられ

たようですけれども、こういったものの今後の扱いですね、廃車していってということなの

か、あるいは引き受け手がおられてそれに競売等で払い下げをさせていただくというスタイ

ルをとっていくのか、あるいはどこか自治体間でこういった活用をさせていただけないかと

いう声に応じるスタイルをとるのかということですね。そういったことも想定を入れながら、

ちょっと答弁をいただきたいなと思いますけれども。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） こちらの車両ですね、普通、固定資産税なんかですと車両的には

５年の耐用年数ということになっておりまして、消防車両では走行距離も少ないということ

もございますので、実際10年をめどに更新を見ておりますけれども、実際、余り使わない車

両ということで修理等を加味しましても15年、これが精いっぱいだろうということで、その

後は更新を迎えるわけなんですけれども、今回のこの車両につきましては、自動車リサイク

ル法、こちらに伴いまして、リサイクル料ですね。こちらのほうは既に納金されております

ので、こちらのほうの手続をとりまして、解体の手続ということでの流れになっていきます。

あと、こちら特別車両ということで、消防、警察署のほうに届け出をしておりますので、こ

ちらの届け出のほうをまず手続を解除ということでの手続の流れになると思います。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） 車両的には特殊車両ということで、そういった手続等も必要になってく

るんだろうと思いますが。それで、もう１点、いわゆる動力ポンプ付でありますから、もし

この４分団において、今後更新されて新しい車両が備えられたとしても、スペアとしてこの

動力ポンプ部分だけは積載車から外して、いろいろ訓練も含めてですけれども、利用可能だ

と、再利用が可能だということも想定に入るわけですけれども、そういったことを分団から

申し出られたりしたら、それは認めるという方向でよろしいですか。その辺ちょっとお伺い

します。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） 今のポンプの状況、町は把握させてはいただくんですけれども、
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実際これは石油立地の交付金のほうで購入するというような内容になっておりますので、実

際は車両と一緒に処分ということでの流れで、今のところ考えております。 

  以上であります。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） あくまで、補助金、石油立地対策交付金等を活用して備えたものである

から、そのまま丸々完成品で廃車に持っていくと。廃車というか再活用の方向に持っていく

ということであって、地元第４分団からの要請等でもしこういった部分、積載部分で使える

物は外させて使わせていただけないかという要望にはお答えしないという考え方だというこ

とで理解していいんですか。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） そのとおりでございます。（不規則発言あり） 

○議長（片山正弘君） よろしいですか。赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） そのとおりとする最大の理由が、ちょっと見出せないんですけれどもね。

要は、使えるものをあえて地元で、なおかつ今後の消防等の有事想定において活用する、あ

るいはふだんから新しく入ってこられる消防団員の研修等を含めて、そういったものに活用

したいという希望があったにしても、そういったことにあくまで新しく備えたものだけで対

応いただくという考え方で、そういった応用性というか、対応のあり方についてはお応えし

ないという考えなんですか。その辺のこの判断基準というのは、目安はどういうふうに捉え

ていますか。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） お答えしますけれども、石油立地等の交付金で購入するというこ

ともございますので、この部分でそのポンプだけが使える状況であって、外して使うという

ことがもし可能ということであれば、議員おっしゃるように対応させていただきたいと思い

ますので、その部分は確認させていただくということでよろしいでしょうか。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） 補助金等というか、絡まって、そういった積載の備品であろうともそう

いったものワンセットで判断するということで、多分答弁されているんだろうと思いますけ

れども、一定程度の経過年数を経て、そういったものがどこまでも具備条件というんですか、

そういった補助、助成、交付金等で賄われたものだから、丸々セットでということであるな

らばやっぱり廃車に至る前に指導官庁とよく相談するなりして、そういった地元の要請とか、
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考え方にできるだけ沿うように対応いただきたいなと思いますがいかがですか。 

○議長（片山正弘君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） 今のご質問、15年たってもまだ使えるかもしれない。場合によっては

現場、有事の際に使えるかわからないけれども新しい消防団の研修の一つの材料としてとい

うか器具としてということも考えられるんではないかというお話ありました。あと、担当の

者からは、交付金が入っているのでその辺の取り扱いというお話もありました。基本的には、

消防団からそういう要請があれば、まず有事の際に使えるかどうか、研修だけなら可とか、

その辺ポンプの状況もいろいろあろうかと思いますので、その辺をまず確認をし、消防団の

意見も聞いて、なおかつこっちの手続上の話もあります。その辺をすり合わせしながら、現

場でその辺は有効利用できればなと思います。その辺の判断は、今後ちょっと時間をいただ

いて、調査させていただきたいと思います。（「はい。以上です」の声あり） 

○議長（片山正弘君） よろしいですか。他にございますか。今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 今のお話を聞いていて思い出したんですけれども、ヤフーオークション

で消防車が売っていたような気がするんですよね。前に給食センターでも運送の車、この議

会で話題になって、もう少し高く売れなかったのかとかいろいろ議論もあった気がするんで

すが。現状の消防活動において、不足する機能が生じてきたという側面もあったりして、新

旧交代で車両を新しくすると。ただ、今までの車両そのものの機能が、現状使えるというの

であれば、いろいろそういう形で町の財政を少しでも埋めるという方向で考えることも可能

なのかなと。あと、テレビや何か見ていると、諸外国で日本の救急車だとか消防車が、ある

いは電車とか中古品が生きて使われていると、こういうのもありますよね。やっぱり、おく

れた国といいますか、そういうところに差し上げるという考え方があってもいいと思うんで

すよ。ただ単にリサイクルでもうつぶしてしまえば終わりということでなくてもいいのかな

なんて、今、お話聞きながら思ったんですが。そういう活用というのは考えられないのかど

うか、その辺はどうなんでしょうね。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） オークションに出ている車両なんですけれども、そちらの確認は

とっておりませんけれども、もしかして一般財源等で購入した車両ですね、そういう部分で

廃棄して、中古市場に出して、その部分だけの財政として収入を得るというような流れでや

っている車両かなと思われます。今回、先ほどから申しましているとおり石油立地対策交付

金のほうで購入させていただいた車両ということですので、対応は先ほども申しましたとお
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りの内容の流れとなります。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 補助金をもらった、交付金をもらった、だからもうどこまでいってもそ

の法の範囲の中でしかやれないみたいな話になるんだけれども、法律というのは必ず弾力条

項があったりしているわけでしょう。だからそういう部分というのは一切ないのかどうかで

すね、その辺はどうなんですか。その辺も検討した上でのお答えになっているんですか。 

○議長（片山正弘君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） 先ほどの赤間議員と、答え的にはちょっと重なるところがあると思い

ます。今、担当の者からはそういう補助事業で入っているものでそういうルールで今一応担

当としては答えたよというようでありますが、先ほどのヤフーの話は、そこはちょっと確認

しないとわからないんですけれども、ただ、先ほども言いましたように、使えるのであれば

そういう再利用は一つの頭の中に入れておいてもいいのではないかなという気がします。ち

ょっとその辺のルールといいますか、決め事といいますか、それがどのようになっているか

を確認しながら、その辺はちょっと、対応させていただきたいし、確認をさせていただきた

いと思います。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 機能が更新されて、消防活動が向上するという意味で、新しく交換して

いくといいますか、更新していくということ自体はそれはそれで意味のあることだと思うん

です。ただ、使えるものをリサイクルでつぶして終わりというふうにするんではなくて、何

らかの形でやっぱり再利用できる方向もぜひ考えていただきたいと、こういうふうに思いま

す。 

  あと、もう１つだけ、今後の計画としてはどうなんでしょうかということです。今後のこの

消防の小型動力ポンプ車ですか、これの更新というものについては、今後どんなふうな形に

なるのか、その辺について教えてください。全部終わっているのかどうかですね。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） 一応計画のほうは立てておりまして、今年度は第４分団に配備と

いうことになりますけれども、次年度以降も15年を経過する車両が出てまいりますので、順

を追って15年以上を経過した車両に対して更新をしていくというような計画になっておりま

す。ちなみに来年度につきましては、第５分団のほうの車両を予定しております。 
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  以上でございます。（「終わります」の声あり） 

○議長（片山正弘君） 今野議員よろしいですか。12番髙橋利典議員。 

○12番（髙橋利典君） 髙橋です。今、ちょっと、今野議員との関連もあるんですけれども、一

応消防自動車の売買に当たっての解体契約というのは結んでいるんですか。その辺ちょっと

お聞きします。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） 特に解体契約はまだ結んでおりませんで、今回購入する会社に手

数料をお支払いしましてその手続だけをしていただくというような流れになっております。 

  以上です。 

○議長（片山正弘君） 髙橋議員。 

○12番（髙橋利典君） じゃあ、その車両そのものは、この契約会社で自由にできるということ

ですよね。リサイクルとして、この契約業者が自由にできるということですよね。以前、そ

ういうこともあって、聞いたことがあるんですよ。消防車両が、こんなことでオークション

もありますよってことで言ったら、何かそれはできないんですって言われたことがあるんで

すよ。しかし、実際的にことしもですけれども、消防事務組合のほうで消防車両をちゃんと

オークションにかけて売っているんですよね。80万円でちゃんと決算で上がってきましたの

で。そういうこともありますので、一応確認していただいて、今野議員の言うとおり幾らか

でも財源の確保の足しになればなというように思いますので、その辺もうちょっと研究とい

うか、その辺のほうよろしくお願いいたしたいと思います。（不規則発言あり） 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） 今、議員おっしゃられた内容ですね、ちょっと確認させていただ

いて、対応のほうを考えさせていただきたいと思います。（不規則発言あり） 

○議長（片山正弘君） よろしいですか。菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 今のやりとりを聞いて、私ら今決断しなきゃないわけでしょう。それな

のに後から確認してからとかね、そういう答弁でいいのかなという感じがするんです。時間

をとってちょっと確認したらいいんじゃないですか、今。今、ここでどうなるかわからない

のを、私ら決断しろと言われてもさ、なかなか難しいところがあるんじゃないのと。その都

度こういうもので変わっていったら、大変なんじゃないですかということを思ったんです。

ですから、今、時間をいただいて。何かその交付金で購入する場合には、そういうことはで

きないんだとか何とかっていう財務規則とか何とかっていうの、そういうものないんですか。
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その都度そういう判断でやっているんですかということ、そこをちょっと確認してからやっ

たほうがいいと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） 先ほど、車両等の再利用、ポンプ等を含めてですけれども、再利

用につきまして言えば、県のほうに確認しましたところ県のほうも検討しますということで

すね、お答えはいただいておりましたので、その辺を検討させていただくということでござ

います。 

  以上でございます。（不規則発言あり） 

○議長（片山正弘君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） まず、今ちょっと菅野議員からも時間とって確認してはどうかという

ことで、まず１つ整理しておきたいのは、今回は新しい物を買うものということと、あと、

今あるものに対しての考え方、処理の仕方はどうなんだということがありますので、ちょっ

とその今あるものの再利用といいますか、いろいろなことについて再確認をさせるためにち

ょっと時間をいただければなと思います。 

  以上です。 

○議長（片山正弘君） ただいま、副町長から確認をする時間を若干いただきたいということで

ございますので、議事運営上若干ここで休憩したいと思いますがよろしいですか。（「はい」

の声あり） 

  若干ここで休憩いたします。暫時休憩です。 

     午前１０時４０分  休 憩 

                                            

     午前１０時５５分  再 開 

○議長（片山正弘君） 再開いたします。 

  先ほど、11番菅野良雄議員からの廃車等についての確認ということでございましたので、そ

の件について熊谷副町長から答弁をお願いします。熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） まずは、時間をとっていただきましてありがとうございました。 

  まず、確認したところ、今の契約、今度新しく買う物についての契約の中に、今まであった

もの、古いものですね、その処分費等々については含まれておりません。あくまでも買う分

だけですということであります。今まである分については、財産の処分になります。そうい

うことで、今まであった物の取り扱いについて一応確認をさせていただきましたので、危機
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管理監より説明させます。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） 今回更新する、古くなった車両の再利用等につきましては、再利

用のほうについては先ほど申し上げましたとおり県のほうも検討するということでしたので、

地区並びに県と協議しながら使えるものは使う、再利用できるものは使うとか、そちらのほ

うでやらせていただければと思います。また、消防事務組合のほうで売り払いがあったとい

うようなお話もございましたけれども、これは確認しましたが、補助金等が入っていない車

両、こちらのほうを売り払いしているというような、今、確認をとりましたのでご報告いた

します。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） ただいま危機管理監から報告がありました。この件について菅野良雄議

員、よろしいですか。菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） じゃあ、交付金で買う物だから、売り払いはしないということですか。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） 売り払い部分に関しましては、先ほどから申し上げましたとおり、

石油立地のほうのお金を使っているということで、再利用の部分までは検討の課題にはなる

んですけれども、売り払うまでのところまでは了承を得ていないということになります。 

  以上でございます。（不規則発言） 

○議長（片山正弘君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 広域の場合は、交付金が入っていないから売りましたということでした。

じゃあ、交付金で買った物だから売れないということなんですか。そういうことになるんじ

ゃないですか、違うんですか。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） 交付金が入っておりますので、再利用の部分に関しましては協議

の部分でやらせていただくということで、売り払いのほうはできないということになります。 

  以上です。 

○議長（片山正弘君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 協議はするけれども、売り払いはしないということなんですか。よくわ

からないな。 

○議長（片山正弘君） 熊谷副町長。 
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○副町長（熊谷清一君） ちょっと、多分、担当課長は、売り払い、要は競売か何かにかけて売

るということは、交付金が入っているのでというお話で、多少協議は必要ですけれども、今

のところ売っていいという確認はとれていないと。ただ、再利用についてはこれはちょっと

その辺は協議させてくださいというお話です。 

  以上です。 

○議長（片山正弘君） 今回の場合は、売買ということだけでの契約でございまして、処分等に

ついては今回のこの議題の中には入っていないという扱いでなっているんではないかとその

ように思いますので、その辺を含めて質問をお願いします。菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） さっき控室で話が出たんですが、下取りなんかは、そういう価格は設定

されなかったんですか。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） この入札に関しましてそういう部分は入っておりません。 

○議長（片山正弘君） よろしいですか。（不規則発言あり）他にございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論参加ございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、討論なしと認めます。討論を終わります。 

  これより議案第77号を採決します。 

  本案を原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（片山正弘君） 起立全員です。よって、議案第77号物品売買契約の締結については、原

案のとおり可決されました。 

                                            

     日程第５ 議案第７８号 平成２９年度松島町一般会計補正予算（第３号）について 

○議長（片山正弘君） 日程第５、議案第78号平成29年度松島町一般会計補正予算（第３号）に

ついてを議題とします。 

  提案説明が終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。質疑ございますか。色川晴夫議

員。 

○10番（色川晴夫君） 何点か質問させていただきたいと思います。 
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  まず、８ページお願いします。 

  総務費、湾クラブの総会というようなことであります。40万円の減額ということで説明資料

には、本来ならこの９月に、平成29年９月にフランスで開催が予定されたと、それが延期に

なったと、来年４月に延期になったと。その理由は何でしょうか。何で延期になったんでし

ょうか。 

○議長（片山正弘君） 安土産業観光課長。 

○産業観光課長（安土 哲君） 事務局のほうから、６月16日付で延期の通知をいただきました。

その内容につきましては、湾クラブ設立20周年記念を迎えるに当たって、その盛大に行う行

事の時間を多少いただけないかということで延長したいという申し出があり、今回９月開催

を見送られたということになっております。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） 準備するためにということなのね。それは準備がおくれているというこ

となんですね。なかなか日本ではちょっと考えられないのかなと。前もってこういうものは、

決まった年度が。仮に東京オリンピックが準備おそくて間に合わないからというようなこと

も、これはちょっと飛躍の考え方かもしれませんけれども、そういう通達があって40万円の

減額があったというようなことでありますけれども。今、日本は佐世保も含めて、３月には

説明を受けたんですけれども、今現時点新しい、国内のですよ、加盟を含めて何カ所あるわ

けですか。それから、何カ所で、今後検討しているところもあれば教えてください。 

○議長（片山正弘君） 安土産業観光課長。 

○産業観光課長（安土 哲君） 現在加入している湾につきましては、松島町を含め４湾となっ

ております。加入を検討しているのは、先ほど議員がおっしゃいましたとおり佐世保の１カ

所ということになっております。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） 予算にも、私たちこうやって湾クラブというようなことで審議しますけ

れども、その後の活動がなかなか見えてこないと。そういう中で、せめて国内の今加盟して

いるこの４カ所ですか、そういうところを含めて、４カ所の活動、湾クラブの活動はどうい

った活動をなさっているのか。どうなんでしょう、実績は。 

○議長（片山正弘君） 安土産業観光課長。 
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○産業観光課長（安土 哲君） 昨年度富山県のほうに湾クラブ設立後初めて訪れさせていただ

きました。その中で、富山県のほうはやはり県が主体、そして民間が主体となっているとこ

ろもございまして、県事業としましては富山湾をめぐるサイクリングロードの整備、これは

普通道路に自転車が走行できるような路面標示等をしておりました。また、富山湾、大変ヨ

ットハーバー等がきちんと整備している箇所でございまして、そちらを中心とした清掃活動

等を行っているように私たちのほうで受けております。駿河湾、宮津湾におきましてもそれ

らをまねた、いいところをまねた事業の取り組みをしているところでございまして、ことし

松島町におきましても松島湾をめぐっていただくということを契機に、清掃活動を予定して

いるところでございます。 

  以上です。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） それで、こういう世界的なクラブですよね。認知度はどうだかわかりま

せんけれどもね、世界的に見て。今、外国人観光客、そういうものが誘致されアピールして

いるということでございますので、こういう中でこの松島が湾クラブに入っているよと、世

界で最も美しい湾クラブに入っているんだよと、そういうようなアピールとかそういうもの

はなさっているのかどうかですね。ロジャーが帰国、まだしていないのかもしれませんけれ

ども、今度新しい……その方に、引き続きこういうものを積極的にアピールしていただきた

いと、それで美しい松島を見ていただきたいというような、そういう積極的なアピールを今

後引き続きやっていただきたいんですけれどもどのように考えていますか。 

○議長（片山正弘君） 安土産業観光課長。 

○産業観光課長（安土 哲君） 今、お話をいただきましたとおり、前国際交流員のロジャーが

立ち上げましたVisit Matsushimaのフォロワー数は3,000弱ということで、結構大きいフォロ

ーをいただいております。その中で、日本国内で初めて松島湾が世界で最も美しい湾クラブ

に加入したと、そういったことを全面に打ち出しまして、ぜひ国外向けにはこういった目新

しい看板というものを掲げまして、ぜひ来てくださいというようなＰＲをしておりますし、

引き続きしていく予定でございます。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） 来年４月に町長初め行かれると思いますけれども、前回は韓国に松島が

行って、非常に懇親会が盛り上がったと。そういうことを聞いております。副議長中心に。
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ということで、どうぞもっともっと、町長、来年４月、アピールしていただければありがた

いと、このように思います。 

  それからやはり、せっかく４つの加盟なので、ほかは県中心、あとは松島は単独の町だと。

予算規模違いますけれども、やはりこの松島が日本で一番最初に加盟したということを、や

っぱり優位性があると。予算規模は違いますよ。しかしそういうことを積極的に、町長、発

信していって、リーダーシップなんかとっていただければいいのかなと思いますけれども、

町長、お考え。 

○議長（片山正弘君） 町長。 

○町長（櫻井公一君） これは、予算のときもお話ししましたけれども。本来ならばことし行く

予定だったと。行く予定の目的が２つあって、１つは投票権のある我々が投票をして、佐世

保を入会させると、湾クラブにですね、それが１つと。それから、これはどこまでお話しし

ていいかちょっと定かではないところもありますが、次回は、来年４月以降になると思いま

すけれども、日本でやりたい、総会をですね。それに手を挙げたい自治体がいるということ

でありますので、その自治体に周りの４つがサポートするという形で大会に臨もうかという

ことになるんだろうと思います。当然、向こうに行って、日本で佐世保さんが入ると５カ所

になりますので、５カ所で日本の国内で湾クラブを通じて何かやっていけないのかという話

は、実は富山のほうから出されておりますので、この辺についていろいろ協議していきたい

と。ただ、この湾クラブで一番我々が難点なのは、何かをやるというときにはホストが持つ

ことになっているんですね。ですから、一番、今、お話しされたように、自治体の規模とし

て一番小さいのは松島なので、松島だけでやろうかとなると、それまでの予算というとなか

なか組めないと。実は、富山もことし富山に４つ集めようと、佐世保ももしかしたら声がか

かったのかもしれませんけれども、計画をされたんですが途中でちょっと断念されたと。や

っぱり、当初予算のときだったんですけれども、相当その予算がかかると思うので、全てを

ホストが持つというこのシステムを、国内だけでやる場合はちょっとこの辺協議しないと、

ルールをある程度つくらないとできないのではないかと、そういうような話もしながら、イ

ンバウンド等の観光増につながっていく方策は見出していくというように思っています。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） 今のご答弁は、３月に町長から答弁いただいたというようなことであり

まして、今の話によると富山が今中心的に動いているというニュアンスでお聞きしましたん

ですけれども、やっぱり弱小の小さい予算の中でやっている松島で、それを全部負担すると
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いうことは、やっぱり困難なのかなと。こうなりますと、やっぱりサポートしながら、そし

て松島が外国人観光客にアピールして、なお一層していただければありがたいというような

ことであります。 

  それから、同じ８ページの町民バスなんですね。この策定事業、委託料が700万円と出てお

ります。町民バスは、元の町長、内田町長によって宮城県では初めて町民バスが運行されま

して、そこから今に、宮城県全部に広がっているわけでございますが、時代の流れによりま

して、いろいろな形態が変わって、デマンドとかそういうもので、いろいろな時代の流れで、

こういう事業策定も当然かなと思っております。高齢者もあの時代から全然高齢化になりま

して、皆さんのご要望が日増しに、年ごとに多くなってくるわけでございます。そこで、こ

の策定というのはですね、どのくらいの期間を見ているわけですか。策定は、この１年なの

か、半年なのか、いつまでやるのか。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 今回の交通網計画につきましては、半年を予定しております。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） それで、これ交通網、会議というのはことしの予算９万4,000円計上さ

れて年１回開催するということになりますけれども、今回28万円、全部報酬から何からで報

酬が28万2,000円と、この９万4,000円、別に計上されているということなんですか。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 地域公共交通会議とは別に計上させていただきました。こちらの計

画策定のために８人の委員で３回する、それから専門部会として６人の委員で３回、こちら

を考慮させていただき28万2,000円ということでございます。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） 今まで委員は14名というふうに聞いておりまして、その中で有償と無償

がありますけれども、公務員関係の方はお金出ていないというようなことでありますね。こ

の専門部会というのがありますけれども、この専門部会はここに示されるとおり交通事業関

係、道路関係、行政と、３回の会議なんですけれども、これ何人で専門部会を構成されるわ

けですか。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 今申し上げましたが、６人でございます。６人で３回でございます。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 
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○10番（色川晴夫君） それで、こういう交通会議、策定するに当たり、利用者のニーズという

のですね、こういうことを把握しながらこれを策定していかなければならないと思いますけ

れども、このニーズの把握ですね、この辺はどのように行うわけですか。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） ２月に全員協議会でご報告させていただきましたが、昨年都市計画

マスタープランの調査、それから利用者アンケート、さらにはバス停利用調査をやっており

まして、さらに職員ができる部分それから運転手の皆さんがやる部分ということでニーズ調

査はやらせていただきました。そんな中で、今回の計画づくりが始まるわけですが、この計

画をつくっている中で、こんなニーズはないんだろうかという追加のアンケートの要素です

ね、この辺が出てくれば考えたいとは思いますが、今のところ昨年やったデータを中心に使

っていくつもりではいます。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） わかりました。それと、こういう結果を踏まえまして、今、現状の路線

とか、そういうこと、路線変更それから縮小、そういうものが当然出てくるかと思いますけ

れども、最終的にはあと半年で結論になるんですけれども、当然そういうことも検討の中に

は入るということを考えられるわけですか。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 今回の交通網計画ですね、もう抜本的に見直しをするというのが国

費を使っての計画づくりです。はっきり申し上げますと。それで、かねてやってきた運行ス

タイルというのはニーズに従ってループ的に回すということで、北松島線、松島西線、松島

東線ということで出てきたわけですけれども、今、全国で取り上げられている交通網の新た

な体系づくりということの本旨に従って進めていこうと。ただ、松島町のオリジナリティー

は出して、町の条件、状況にあった計画づくりをしていこうと。それについて、今度は、来

年度は、再編実施計画というのを立てなければならないんですが、これも国費が出ます。国

費が出て、これが認めてもらうと今度は運行経費等にも補助金が出るということですので、

それに従って国土交通省と相談をしながら進めていきたいと、このように考えています。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） 抜本的に、もうこれを改革していくと、そういう中で、半年。住民が、

ご不便かかる方もいらっしゃるでしょう、改革するんですから。そういう中で、少しでも町

民が利便しやすいような、そういう運行を目指していただければと思っております。 
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  次に、11ページの、農林水産、農業費、中山間地ルネッサンス事業20万円の交付金と、この

ようになっておりますね。それで、町内の果樹栽培で桃、梨、イチジク、ブドウ、栗などで、

手樽でなさっている豆の栽培とかなっているみたいですけれども、そういう実証実験するた

めに２回研修会を開催するとこうなっておりますけれども、この視察とか人数とか、どのよ

うになっているわけですか、こういうのは。 

○議長（片山正弘君） 安土産業観光課長。 

○産業観光課長（安土 哲君） こちらの研修内容でございますが２回を想定しております。 

  まず、１カ所でございますが、山形県の寒河江市方面で、ワラビですね、及び山菜等のポッ

トの栽培の取り組みをしていると。当町の起業家高齢者活躍の場創生協議会で、ワラビのほ

うを植えつけしまして、今育てているということもございますので、そういった同じ、同種

の作付の検証をしてみようということで、まず１回想定しております。 

  また、同じように福島県の福島市方面のブドウ苗木、同じく桃苗木等の栽培ができるかどう

かの取り組みと。ブドウにつきましてはシャインマスカット、桃につきましてはあかつきの

種類でございますが、こちらも同じ同協議会ですね、取り組みをしている中、プラス、ブド

ウのほうも栽培ができないかということで研修を予定しているところでございます。 

  以上です。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） 今、ワラビとかシャインマスカットとか、今、シャインマスカットとい

うのはブドウの中で一番人気だと。実はこの間ブドウ狩りに行ってきたばりなんです。そう

したっけ、９月の末に、今、巨峰だと、今の季節。それが終わるとシャインマスカットだと。

これが一番人気なんです。そういう中で、これはぜひ今度行ってみたいなと。こいづは来年

行くからねというようなことでいましたんですけれども。あの、この松島という地域ですけ

れども、沿岸部と、桜渡戸とかそういう中山間部ですね、気候状況が違うかなと思うんです

ね。こっちは海沿いはやませが入りまして、相当湿気があると。そういう中で、松島に適し

ているそういう農産物ですね、果物ですね、これはどのように見られるわけですか。何で今

まで松島が、隣で利府で梨があれだけやっているのに、ここで松島でできないのか。私は、

赤沼でできるんだったら桜渡戸で十分できるんでないのかなと。素人で簡単にそう思ってい

たんです。今回、このように取り込むよということになるので、これやっぱり、本当に気象

状況に合う、そういう果物なのか、農産物なのか、そこまでの調査はなさったんですか。 

○議長（片山正弘君） 安土産業観光課長。 
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○産業観光課長（安土 哲君） 起業家高齢者活躍の場創生協議会で、根廻地区、桜渡戸地区あ

と手樽地区に分けて、植えつけを行ったところでございます。その箇所箇所に合う作物は何

かということを当町の農業指導員でございます阿部正俊さんのほうにも、農協を通じてちょ

っと指導をいただきまして、さらに目的が荒廃した遊休農地を利活用しようという取り組み

から始まった事業でございますので、実際植えつけを行いましてことし８月に桃のほうが、

手樽地区のほうでですけれども早速なったと。そういった形で、今回それは広報のほうに、

９月号に載せさせていただいたところでございますが、そういった成果がやっと出始めまし

た。その中で、農協の担当課長のほうからも桃については松島ではちょっと難しいと思われ

たものの、やはり土によっては栽培できるものだという、ちょっと指導もいただいたところ

もございまして、今回栽培等行いました。それに関連した今回の事業の補正ということにな

っております。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） イチゴの栽培も、松島はやっておいて、やっぱりこの間も言ったんです

けれども、松島ぐらいの知名度を誇れば、こういう、１つでもいいんですよ、すごい経済効

果が、農業の皆様も非常に喜ぶ、こういう果物ができると思うんです。ですからこの中で、

本当に何か実りになれば非常にありがたいなと。そうすれば、本当に観光誘致の、そして日

本の果物とか農産物は外国の方にも非常に定評のある、安心・安全なんですよね。それで観

光客が来る、そこで召し上がっていただく、お土産にしていただく、ふるさと納税でやって

もらうとか、いろいろな考え方があるじゃないですか。それを、やっぱり継続してやること、

１回こっきりの補助金だからそれで終わりと、そういうことじゃなくて、これは継続して取

り組んでいっていただきたいと思っておりますけれども、いかがなんでしょうか。 

○議長（片山正弘君） 安土産業観光課長。 

○産業観光課長（安土 哲君） そうですね。設立協議会のほうで植えつけを行った作物につき

まして、やはり今回からはずっと継続して実がなるように、維持管理をしていかなければな

りません。そしてその維持管理のために、仙台農協の果樹部会というのが約40年ぶりに立ち

上がったと。その方々と協力をしながら、そういった取り組みが継続できるよう、そして実

になったものが成果になるように、新しい松島の特産品となるように、取り組んでまいりた

いと思っております。 

  以上でございます。 
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○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） わかりました。頑張っていただければ。期待しておりますから。 

  それから、観光費なんですね、12ページ、出ておりますけれども、今回45号線、道路歩道拡

張工事に伴う、それから雨水排水対策の工事に伴いまして、グリーン広場とかなんかが工事

になっております。その中の看板ですね、看板の移設ということで26件中10件が移設の対象

になるというようなことでございますね。そうすると、今の場所からずれるわけですよね。

どの程度、国道の場合は海側にずれるわけですけれども。看板を設置する場合は全く同じ、

そこの、ただ海側に移動するだけなのか、少しずれて看板をつけるのか、全く別な看板をつ

くるのか。これは撤去費だけですからね、500万円というのは。これは今後どのように考えて

いらっしゃるんですか。 

○議長（片山正弘君） 安土産業観光課長。 

○産業観光課長（安土 哲君） そうですね。看板につきましては、これから県の公園整備工事

の中で、県も設置するという予定がございます。松島町で設置した看板を海側のほうにずれ

たとしても生かせるかどうかというすり合わせを行いまして、これから配置のほうの検討を

行ってまいりたいという予定になっております。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） 仮に、もし県とのすり合わせ、それから松島町も別の看板をこれから検

討するということになれば、この看板もいいんですよ、この看板もいいんですけれども、私

はもっと別な方法、ここに松島海岸駅まで何メートル、五大堂まで何メートル、これはいい

と思います。見やすいです。ただ、この余りにも青の部分が多過ぎます。海の部分。そうし

て、この道路の目印ですね、地名は、こまくて見づらいですよ、こまくて。余りにも詳細過

ぎる。ということで、これ、仙台市をモデルにつくったということでありますが、やっぱり

松島らしい看板というのがあるじゃないですか。もう少しやわらかな、こういう線じゃなく

て、そういうことも考えながらつくっていただきたい。私は、前の町長にも言ったんです。

それは仙台は仙台でいいんだけれども、松島らしい看板というのがあるんじゃないですかと。

そういうことも含めて、今度県との協議の中で、もし看板が新しくなればですよ、そういう

ことも検討していただきたいなと。それで楽しい看板にしていただきたい。見て、余りごち

ゃごちゃ書くことないんですよ。主だったものをこうこうこうと。そういうことでわかりや

すく今度つくっていただければと。これは参考意見なんですけれどもね。どうお考えになり
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ますか。 

○議長（片山正弘君） 安土産業観光課長。 

○産業観光課長（安土 哲君） 今、色川議員よりお話しいただいたような意見というのは、ほ

かの観光客の皆様や観光協会のほうからもいただいている話でございます。あと、看板の統

一性という大切な事項もございますので、県が実際どういった看板をつくるかというのが、

まだ内容が示されておりませんので、今、段階で私たちのほうでそういった意見はすり合わ

せをしながら、見やすい看板の設置について取り組んでまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） 最後になります。ドクターヘリなんですけれども、今回４カ所、このド

クターヘリのランデブーポイントサイン設置というんですか、これが34万6,000円ということ

で、これは、全市町村が対象になるのか、これね。町からの、ここに設置するというのは町

からの４カ所の指定なのか、県からとは言われていますけれども、どうなんでしょう、これ

全市町村なんですか。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） ドクターヘリのランデブーポイントにつきましては、宮城県内全

市町村ですね、こちらのほうに設置するということで、県は400カ所をめどに、今現在ですけ

れども354カ所、こちらのほうが設置されているというような状況でございます。また、ラン

デブーポイントの設置要望等につきましては、まず消防事務組合、こちらのほうが各市町村

のランデブーポイントを下見をしまして、この場所が適地じゃないかということで宮城県の

ほうに上げまして、宮城県と航空会社とそちらのほうが現場にまいりまして決定するという

流れで今のところ手続はなっております。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） 今、ドクターヘリというのは、いろいろなテレビや何かでも見ますけれ

ども、今まで松島はドクターヘリを緊急要請とか、そういうことはあったんでしょうか。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） 松島町のほうでは要請、あと出動の事例はございません。２市３

町で申しますと、七ヶ浜町が要請２回、出動２回という実績がございます。塩竈市が１回要

請がございましたけれども出動はできませんで、理由といたしましては風等がありますと飛
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行機飛べませんので、出動要請があって現地には行かなかった、出動しなかったというよう

な事例がございました。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） そういうことで、この場所なんですけれども、こういうときヘリコプタ

ー、ここに写真がありますけれども、このようなヘリコプター専用の駐機場というんですか、

それを円形に書いているわけでしょう。これは必ず必要か、必要なんだと思うんです、ここ

のところに駐機するということなんですけれどもね。そうすると、この場所というのは、こ

の４カ所にとめる場所を当然事務組合のほうで見て「ここですよ」と指定されたんだと思い

ますけれども、そうなりますと、ほかの駐車スペース、これは人命を扱うものですから、こ

れは優先しなければならない、これは当然わかります。ただ、ほかの駐車スペースとか、そ

ういうものが少なくなる可能性もあるわけでございますけれども、その辺の精査というんで

すか、どのようにお考えになっていますか。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） こちら、写真のほうにヘリの下のほうに丸で囲んであるようなも

のがございますけれども、実際ランデブーポイントにはこのような設置はございません。こ

れ多分ヘリポートなんか、用意している箇所でのイメージ図でございまして、必ず今回松島

町に設置するランデブーポイントにはこの丸のようなものは、目印ですね、このようなもの

はございません。 

  あと、ランデブーポイントの条件なんですけれども、約縦35メートル、横35メートルの広さ

がまず１つの条件といたしましてあります。また、あと、できる限り平らなところというこ

とでございます。また、周囲に15メートルを超える障害物がないこと、特に架線とかですね、

あとは配電線等々の引き込み線などがないということが条件でございます。あと、２方向、

出てくるところと入ってくるところがございますけれども、こちらの25メートル先まで、大

体14度、角度で言いますと14度、こちらのほうの勾配が必要ということでの条件がございま

して、このような条件を備えたところを消防事務組合が選定いたしまして、県のほうで決定

したという流れになっております。以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） そういうことになりますと、35、35となりますと相当広いじゃないです

か、その場所。そこに指定し、緊急の発進のときですよ、たまたま偶然、そこは常に駐車禁
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止とか使用禁止とか、そういうふうになるのでありますか。どうなんでしょう。 

○議長（片山正弘君） 赤間危機管理監。 

○危機管理監（赤間隆之君） 今回、駐車場のランデブーポイントはございませんで、４カ所に

つきましては松島運動公園、こちらは野球場の芝生の部分になりますので、特段、野球等を

もししているということでございましたら、こちらのほうは使わないで、また別の箇所に移

動するような想定もございます。実際４カ所ございますけれども、駐車場という部分での使

用は行いませんので、実際先ほどいいました35メートル、35メートルですね、その広さを確

保した部分を選定しているということでございます。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） このように、全市町村がこういうふうに対象になる、今、本当にこのド

クターヘリというのは、人命で、救われる命が非常に多いというようなことがありますので、

松島も当然必要になると思います。そういう中で、今、指定されたこの場所、ほかの人が仮

に使っているとか、そういう場合があると思うんですよね。その辺の広報も含めて、町民に

広報ですね、これをちゃんとしていかないといけないのかなと思うんですね。ですから皆さ

んにわかりやすいように、広報でお知らせいただければと思っております。 

  以上で終わります。ありがとうございます。 

○議長（片山正弘君） 他にございませんか。今野 章議員。 

○８番（今野 章君） それでは、まず、先ほどからお話には出ていたわけでありますが、地域

公共交通網の関係で、いろいろ質疑もされましたので大分理解はできているわけであります。

いろいろこれまでのアンケート調査、ニーズ調査等踏まえて計画を立てていくということの

お話だったわけでありますが、現時点で、地域公共交通会議に対する、あるいは専門部会に

対する問題意識といいますか、どんなふうにお持ちになっているのか。今後の課題の中心点、

論点の中心点といいますか、課題の中心点といったらいいか、そういったものについてどん

なふうに考えているかを教えてください。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 今までうちの町のバスで一番の問題だったのが、駅への乗り入れが

できなかったということでございます。それがタクシー会社の方たちから承諾を得たという

ことでございまして、駅への乗り入れということを中心に考えていくということができるよ

うになったと。ただ、駅へ乗り入れすることで逆の問題も出てきておりまして、タクシー会

社への営業面でのダメージというもの、これは出てくると思うんです。この辺はどう解決し
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ていくか。例えば、バス事業を委託だとか、それからデマンドタクシーを導入するんであれ

ば、デマンドタクシーの委託先としてタクシー業者になっていただくんだとか、そういった

ことでお互い、今はやりの言葉だとウィンウィンの形をとっていかなければならないのかな

というように思っています。あとは、２月に全員協議会でお話ししたときに、議員の皆さん

からお話があった交通空白地帯、さらには高齢化の家庭が多い場所ですね、その辺について

はどうしていくかと。バスでいいのか、デマンドタクシーなのか、デマンドタクシーの場合

若干の負担が大きくなるんだけれどもそれはどうしていくかとかですね、こういうことを積

み上げていかなければならないと。このように考えております。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） この問題については、私も随分前から地域交通網の新たな交通網の構築

をすべきだということで申し上げてきていました。それで、現在の町営バスの運行と合わせ

た形でデマンド交通システムの導入ということもあり得るのかななどというお話も若干させ

ていただいたこともあるかと思うんですが、現時点で町営バス一辺倒とかデマンド一辺倒と

かということではなくて、本当に抜本的に新たな交通体系をつくると、こういうことで考え

ているということで理解していていいのかどうかですね。その辺について。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） そのとおりでございまして、先ほどちょっと申し上げましたが、ニ

ーズに合わせて北松島線、何とか線と出てきましたと、これは歴史的なことですから、今、

どうしようもこうしようもないというところでありますが、抜本的に見直しをしていくとい

うことでございまして、ニーズも含めてですね、最初からやり直ししていくと。町としての、

経営体としての町としても、ある程度、今、3,000万円ぐらい投じていますから、もっともっ

と乗ってほしいわけですよ、年間五万数千人しか乗っていませんので、もっと乗ってほしい

し、利用してほしいし。今、ご質問にあったようにバス一辺倒でいくとか、デマンドだけで

いくとか、またハイブリッドでやっていくとか、そういったことはまだ検討としては立てて

いません。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） なかなか高齢化の問題を考えると北部地域の交通空白地帯ということで

の町営バス運行から始まって、都市部でも相当高齢化が進んでいまして、高城、磯崎、松島、

本郷、こういったところでの住民の足確保対策というのも、非常に重要になってきているん
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だなと私は思うんです。特に、市街化の区域のところは、バスをこまめに走らせるなんてこ

とはなかなか困難であろうと、こんなふうにも思いますので、ぜひそういった点も考慮して

いただきたいと思いますし、それからやはり買い物弱者ですよね、この問題も私はあるかと

思います。これからますますそういった状況が出てくると思いますし、それから話題として

出てきているのが免許証の返上の課題のこともありますので、ぜひ十分、そういったものを

加味していただいて、この計画を練っていただきたいなと思います。ただ、本当に半年で可

能なんだろうかと、今、聞いていて思ったんですよ。半年で十分な計画が立てられるのかど

うかということと、実際に半年で計画を立てたとして、新たな交通体系を開始する時期とい

うのはいつごろに設定しているのかですね、その辺についてお聞きをしておきたいと思いま

す。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 半年でつくりますのは、いわゆるマスタープラン、これをつくって

いきます。例えばですが、他市町の例を見ますと、主軸をつくるんですね。今まで黒字だっ

た路線だとか、ＪＲを軸として。そこに枝状にバスを走らせる、場合によってはデマンドタ

クシーを走らせる。そんなことが、うちの町はどうやったら可能なんだろうか、ＪＲなんだ

ろうか、それとも主要施設なんだろうかという検討から始めて、そういったマスタープラン

をつくっていくということです。それで、その次のステップとして、再編実施計画という、

そのマスタープランを実行するためにじゃあどういった、実施するためのものが必要なんだ

ろうか、お金がどのくらい必要なんだろうか、それでどのくらいの利用が見込めるんだろう

かという計画を立てて、これを持って国土交通省と打ち合わせをしていきます。早ければ来

年が再編実施計画だとすると、その翌年から徐々に始まっていくだろうと。その中で、先ほ

ど申し上げましたが、運営形態のことですね。直営でこのままやっていくのが正しいのか、

一部業務委託なのか、指定管理なのかということも見きわめて、再編実施計画をつくってい

かなければならないと、こんなふうに思っています。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） わかりました。お話を聞いていると、平成の32年、３年ごろになってい

くのかなと思ってお聞きをいたしましたけれども、ぜひ高齢化の進展度合いが早いものです

から、早期に実現をしていただくように、お願いをしておきたいと思います。 

  それから次なんですが、桜渡戸の分館の建設工事ですね。これも本当によかったなと思って

おります。避難施設ということでもなかったわけですし、桜渡戸の皆さんは避難ということ
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になると初原のコミュニティセンターまで来なくてないと、こういう状況でありましたから、

そういう意味で新しい施設ができて、そこに避難することも可能になっていくであろうとい

う意味では、非常によかったなと思うんですが、同時に議会報告会等々でこの間いろいろ出

てきているんですね、施設の整備の問題でね。とりわけ、今、現状どうなっているか私も確

かめてはこなかったんですが、周辺の側溝の整備の問題ですね。そういう問題も分館の時代

から要望としてあったんですが、その辺まで今後考えられるのかどうか、その辺についてお

聞きをしておきたいと思います。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 今回は、とりあえずと言うと失礼ですが、一番の課題であった分館

をつくらせていただきます。周辺の側溝等についてはお話としては出ていましたので、あと

は別の方法で、単独事業になるでしょうが、いつやれるかという問題になっていくのかなと

思います。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 大分、区長さんを先頭にいろいろがんばっていらっしゃるということな

んですが、新しい建物をつくったと、そのときにやっぱり水のはけ方が建物を長持ちさせる

という意味では非常に大事な要素になってくるのではないかと、そんなふうに思いますので、

ぜひその辺も含めて考えていただきたいと思います。 

  それから、先ほど色川議員からもルネッサンスの関係で、日本型直接支払新事業ということ

でお話があって、いろいろ取り組みをされてきているということになっているわけですけれ

ども、今現在、桃だとかブドウだとかワラビだとか、こういう話になっていますよね、その

ほか、在来というと変だけれども、白菜だとかタマネギだとかね、ネギだとか、そういうも

のは対象にならないのかどうか、その辺はどうなんでしょうか。 

○議長（片山正弘君） 安土産業観光課長。 

○産業観光課長（安土 哲君） 今回の創生事業のほうでは、一番の大本の目標は遊休農地を解

消していくという目標だったんですけれども、そこに松島の特産品となり得るものをつくっ

てみようではないかということで、果樹やあとワラビ等に、ちょっと手間暇のかからなくて

繁殖するものということでワラビは選択したところでございます。実際に、白菜は一度話題

に上がったことがございまして、野菜のほうも一応は検討したんですが、今のところは最初

に植えつけをしましたイチジク、桃、あとはワラビとこの３本でいきたいというふうには進

めているところでございます。 
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  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 石田沢の防災センターができてどう使うのという話になったときに、南

郷ですかね、花野果市場のようなああいうものも考えられるんじゃないかというようなお話

もあったように記憶しているわけですが、あそこは本当によくお客さんがついていて、出し

た野菜が次から次へとはけていくと、こんなような状況もあるのかなと思って見ているんで

す。松島の石田沢の防災センターがどうなるかっていう問題もあるかと思いますけれども。

そういう活用をするんであれば、町内における野菜生産農家あるいは果樹生産農家をやっぱ

りきちんと育てるということがうんと大事なんではないのかと思うんですね。ですから、こ

れ自体やることはいいんですけれども、さらにその野菜等々の品目をそろえながら、そうい

うものにも対応できるような農家の育成といいますか、大事になってくるんでないかと思う

んですが、その辺、私一般質問でも若干似たようなところ出しているんですけれどもね。そ

の辺についてどんなふうに考えていらっしゃるんですかね。 

○議長（片山正弘君） 安土産業観光課長。 

○産業観光課長（安土 哲君） そうですね、品目をちょっと広げるということにつきましては、

もう一度、私たちの協議会のほうでできるかどうかの取り組みを検討してみたいと思ってい

ます。また、まつの市等におきましても、大変たくさんの野菜が、８月の、先週行われたん

ですが、本当に売買されています。そのほかでは本当に種類もそうですが、値段のほうにつ

いても周りの店舗と引けをとらない安価な中で地産地消を提供しておりますので、そちらの

ほうの推進も同時に行いながら取り組んでまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 石田沢については、今でもあそこの道の駅はいつ開くんだと、こういう

ふうに聞かれるときがあるんですけれども、ぜひそういうものの方向性があるんであれば、

やっぱり地元のそういう農家の育成といいますか、しっかりやっていただきたいと思うんで

すが。これは地方創生の事業の一環ということなので、いずれはその補助事業自体が終わる

のかな、どうなのかなというふうに危惧するんです。先ほども継続性が大事ではないかとい

うお話があったんですが、地方創生の事業としての継続とした場合は、いつぐらいまでこれ

を見込めるのかですね。切れた場合にその支援は町としてどうするのかという課題がその後

残るんだと思うんですよ。その辺についてどんなふうに考えているか、お伺いします。 
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○議長（片山正弘君） 安土産業観光課長。 

○産業観光課長（安土 哲君） こちらの起業家高齢者活躍の場創生協議会の補助金につきまし

ては、６月補正予算のほうで事業そのまま全体が不採択ということになりましたので、今年

度は単費で続けているところでございます。確かに、一番はその協議会が、自分たちの自立

を持って自主運営していくかどうか、そこまで支えるのが補助金だというふうに認識してお

りますので、今回桃のほうの収穫ができたということを契機に、１年ごと１年ごとその成果

を見ながら、その支援がどこまで続けられるのかというのを、両方見ながら検討していきた

いと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 食も文化だということで、やっぱり松島に来れば松島でとれた食をと、

これは観光に来る人達も非常に希望しているところだと思うんですね。そういう意味では本

当に地場の特産品をつくっていくと。新たな試みという点で、本当によかったなと思うので

ぜひ継続的に支援をしていただいて、本当に自立させるということが大事だと思いますので、

その点についても今後も引き続き支援をしていただくように求めておきたいと思います。 

  それから、北小泉の幡谷の道路の関係で、抜本的なやつは平成32年ごろかなと、国のほうに

も要望してと、こういう回答でありまして、今回改めて部分的な改良を進めるということで、

よかったなと思っておりました。よかったなと思ったのはもう１つは、第二小学校の用地で

すね、これも去年の６月の議会ですかね、取り上げさせていただいて、問題が生じてから30

年近くほったらかしといえばほったらかしの状態で来た。これではいけないなと思って質問

させていただいて、今回１年ぐらいのところで問題の解決に至るということになったという

ことで本当によかったなと私思っております。そういう点では、本当に町長ご苦労さまでし

た。と、思います。この１年足らずで、二十数年の問題が１年足らずで解決したその大きな

要因はどこにあるんだろうかというところだけ、１つ聞かせてください。 

○議長（片山正弘君） 町長。 

○町長（櫻井公一君） 簡単に言えば、ある程度年をとったということじゃないですか。自分と

同じ年代ですから、自分の余生を考えた場合に、元気なうちにということで解決したいとい

う思いもあったんだろうと思います。ただそれだけに尽きるのかなと。まだ完全に契約が終

わっているわけではありませんので、この議会が終わったらば終結に向けていきたいと思っ

ております。 
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  それから、北小泉の農道につきましては、実はこれは本当はやりたくなかった。本来ならば。

何でかというと、復興が全部終わった後に最後に全てやりたかったというのが本音でありま

す。ただ、どうしても穴が大変だということで建設課のほうから言われまして、実は何回か

見に行って、やっぱりこれはだめかなと。それからもう１つは事故もあったと。パンクした

んですけれども、そのパンクしたところがたまたまマーカーをつけてこういったものをやっ

て予算積み上げてこのぐらいになるねと印をつけたところで、アスファルトに車の車両のタ

イヤがいってパンクしたと。それで町のほうにるる来たということもあって、そういう苦情

等もあれば、大きな事故につながる前に最低限の補修はしようがないなということで、今回

提案したということであります。ですから、できるだけこの予算で、まず落札してくれる業

者がいるかどうかちょっと心配なんですけれども、議会が終わればすぐに入札かけてやって

いきたいと思います。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） どうも、本当によかったなと思っております。ご苦労さまでございまし

た。相手も年を重ねて丸くなったと、そういうこともあるんだなということだと思います。 

  最後ですね、磯崎・根廻線の跨線橋の整備工事の関係なんです。どうも協定という言葉が出

てくると、この間も磯崎の踏切のときもお話ししたような、やっぱり問題があるのかなと思

っていまして、協定する主体、事業を委託するわけですけれども、その主体は町だという意

識ね、ここをやっぱりしっかり持って取り組むということが大事なことではないかと思って

いるんです。そのいろいろ、何がヒットするかと思ってインターネットで検索していたら、

会計検査委員の是正改善の措置を求めたものということで、鉄道事業者に委託する工事の実

施に当たり管理費の根拠資料を鉄道事業者から提出させることなどにより、委託工事費の精

算等適切に行うよう是正改善の措置を求めたものということで、会計検査員が国土交通省に

そういう改善を求めたというのがあるんですが、こういうのは都道府県知事あるいは政令市

には多分国交省のほうから通達があるのかなと思うんですが、本町ではこういうものの通達

というか、存在というか、その辺は認識されていたのかどうか、その辺どうなんでしょうか。 

○議長（片山正弘君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） 会計検査員のほうから、国交省のほうに通達とかされている物件に

つきましては、県のほうからとか情報をいただいてきております。ということで、そういっ

た状況も踏まえまして、東日本旅客鉄道株式会社のほうと協議を進めてきてまいりました。

今回の協定の中にも橋桁の製作費は含まないというのも、会計検査員のほうでその辺が、通
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達ではないですけれども、その辺が懸念されているということもありまして、ＪＲとの協議

の中で桁のほうは町で製作するというような協議結果となっております。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 確かに書いてあるんですよね、橋桁等、その他幾つか書いてあるんです

が、そういうのについては発注する主体がやるべきだということも書いてありますし、それ

から消費税の関係ですね、この関係についてもきちんとしなさいということが書いてありま

す。そういう通達に基づいた協定の内容になっているということで理解していいかどうかで

すね。その辺を確認しておきたいと思います。 

○議長（片山正弘君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） その辺も、すごい、ＪＲさんでは気にしておりまして、町とも確認

しながらそれに基づいた協定内容となっております。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） あと、この間もお話ししたんだけれども、説明もちょっとあったんだと

思うんですが、震災前にこの磯崎・根廻線、今、町道と言っているんですが、昔は都市計画

道路根廻・磯崎線といって、名称が変わったのかなと思っていますけれども、都市計画道路、

一時ストップ、凍結していたわけですよね。それを再度復活してやろうということで、お金

がかかるのでその辺どうするんだという議論になったときに、この跨線橋について相当予算

を削減して、予算がかからないようにしていきますよと、そういう話があったと。そのとき

は、全体で３億円から４億円ぐらいの予算ですよというような説明だったというふうに理解

しているわけですが、今回の協定金額が７億円ということで、倍とは言いませんけれどもか

なり大きくなったと、そういう印象があるんですが、その辺についてはどんなふうに考えた

らいいのか教えてください。 

○議長（片山正弘君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） 協定の中で増額となっている部分でありますけれども、当初の根

廻・磯崎線の都市計画道路としての整備の中では、３億2,500万円という形で概算の工事費を

出しておりました。また、補償費につきましても3,000万円ほど見込んでおりまして、合わせ

まして３億5,500万円ぐらいでできるのではないかということで、全員協議会等で説明をして

おります。そのときから、震災の復興交付金の計画を立てるときに、そのときのお金をその
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まま交付金の計画の中に載せておりました。町のほうでもその程度でできるものだと思って

おりましたけれども、今回それから増額になった部分といたしましては、まず単価ですね、

資材の単価と人件費、あと諸経費関係で、町の発注する工事も約1.4倍ほどになっております。

震災以降ですと1.4倍になっておりまして、その辺でふえているのが１つであります。あと、

工事をやるときに、安全、列車見張員等の安全に対する費用、あと仮設等の列車に対する安

全に対する費用がありまして、その辺でふえている形になっております。あとは桁を架設す

るときに、これは360トンクレーンを持ってきて架設を行いますが、今、美映の丘側のほうか

ら桁をクレーンで架設を考えております。あそこには逆Ｔ式擁壁がもう既に完成しておりま

すけれども、その擁壁に影響が出ないように、クレーンの反力をとるための足を、アウトリ

ガーというものなんですけれども足を出して、土の上に設置するという形になりますけれど

も、その部分に工事の台を全部つくらなきゃないということで、その辺も増額になった要因

であります。あとは、補償費につきまして当初3,000万円で見込んでおりましたけれども、実

際のところは8,000万円ほどかかるということで、増額になっております。それでいきまして、

まず単価分で8,188万円ほど当初よりも増額。あと照査による施工時の安全対策として２億

2,600万円です。あとは移設補償費の増額としまして4,800万円、合わせまして３億5,588万円

が増額となっております。照査による施工費の安全対策の詳細といたしましては、クレーン

の規格、あと工事台ですね、工事の足の台です、台を設置するのに約3,820万円、あと見張員、

列車に対する安全仮設の設置費といたしまして１億8,780万円ほど増額となっております。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） わかりました。あと、ＪＲさんが結局監督するわけでしょう、ＪＲさん

が入札するのかどうかわかりませんけれども、ＪＲさんお抱えの業者さんに発注していくと。

こういうことになると思うんですが、その時の監督費用なんていうのも、ここに何ぼくらい

入ることになるんですか。 

○議長（片山正弘君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） ＪＲの監督費ですが、発注形態としてはＪＲさんで全部発注を行い

まして、工事の監督まで行うという形になっておりますけれども、その発注関係とか、あと

監督関係のやつを全部含めますと、先ほど申し上げて……管理費ですね、管理費という形で

2,800万円……済みません、3,048万円が全部含めた工事監督、あと契約関係に関する管理費

とか、あと精算関係にかかる設計とか関係の管理費とか含めまして、そのくらいの金額とな
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っております。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） わかりました。４％くらいですか、全体の。そういうことだということ

で。ぜひ任せっきりということでなくて、町のほうも積極的にかかわって、事業全体をしっ

かり監督、町もするという立場でやっていただきたいということを最後にお願いして終わり

ます。 

○議長（片山正弘君） 他にございますか。（不規則発言あり） 

  ままあるようですから、ここで若干休憩をしたいと思います。再開を午後１時といたします。 

     午後０時００分  休 憩 

                                            

     午後１時００分  再 開 

○議長（片山正弘君） 再開いたします。 

  午前に引き続き松島町一般会計補正予算（第３号）についての議題について質疑を再開いた

します。 

  質疑のある方。７番髙橋幸彦議員。 

○７番（髙橋幸彦君） 色川議員、今野議員が大体聞かれたので、私のほうはごく簡単なことに

なると思いますが、何点かお聞きしたいと思います。 

  まず、施設管理費の桜渡戸分館の建設工事なんですが、提案理由書で被災地域交流拠点施設

整備事業費補助金、名称からすると震災絡みじゃないかなと思うんですが、桜渡戸地区が直

接の津波被災地じゃないので、多分こういう補助金とるのも苦労したんだろうなと思います

が、住民感情として、ちょっと震災から時間がかかり過ぎているんじゃないかなという声も

ありますので、その辺のところご説明いただきたいなと思います。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 被災地域交流拠点施設整備事業でございますが、６月に補正予算を

とらせていただくときにもお話し申し上げたと思うんですが、兵庫県で東日本大震災での被

災者支援のための義援金を募集しまして、このうち宮城県に15億6,400万円ほど渡されました。

それを使っていくという、使わせていただくということですが、この要件というのがありま

して、津波被災地域で、コミュニティー形成が危ぶまれる場所についてその補助金を出すん

だということでございまして、実はこの整備事業に係る窓口というのが私が27年まで在籍し
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ていた企画調整課が窓口になっていたもので、実は毎年桜渡戸分館施設整備事業ということ

で出させていただいておりました。ですが、要件に当てはまらないと、津波被災地域ではな

いよねと、ただ老朽化しているだけですよねということで、門前払いを食っていたんですが、

毎年出しておりまして、最後に29年の２月ですね、もう29年度の募集は終わっていたんです

が、私もそろそろ最後でしたので、この分館を何とかしたいなと思っていまして、ここは桜

渡戸地区の防災拠点施設になりますと、それから8.5のときにかなりしんどい思いをしました

と、道路が川のようになり、ここに誰も来れなくなったりしていましたと、さらにまた、最

近というかここ数年ですが、桜の家さんが出て、この方たちの避難場所もないんですと、だ

からご一考いただけませんかということで、防災拠点施設というメニューが、隅っこのほう

に書いてあったものですから、これ何とかなりませんかということで申し上げたら、29年度

の予算を執行していってその中で考えましょうということで、今回1,900万円いただいたとい

うことでございます。 

○議長（片山正弘君） 髙橋幸彦議員。 

○７番（髙橋幸彦君） 本当に長年の懸念でありますね、桜渡戸地区の住民からすると大変あり

がたいことだと思っております。櫻井町長になってから、常々国や県の補助金とか、交付金

のメニューにはアンテナを高くしてというのを、たしか何かの答弁で聞いたことがあります

ので、それで亀井課長初め職員の方々が一丸となって進めた結果なんじゃないかと思ってお

りますが、ぜひ何か年度内とかっていう話をちょっと聞いたものですから、ぜひ早期に進め

ていただきたいと思っておりますし、先ほど今野議員が言われましたが建てかえもですが、

やはり排水、側溝の件ですね、そちらのほうもせっかく新しく建てた分館が早くに傷むよう

なことにならないように、ぜひ進めていただきたいと思います。 

  それと、同じく水道加入負担金って、今までも恐らく加入はしていたんでしょうけれども、

こちらのほう、ちょっとわかりかねますので、よろしくお願いします。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） これまで一番小さい口径で契約していたものですから、今回トイレ

がふえますので、増径分について加入負担金が発生するということでございまして、詳細、

水道事業所から申し上げます。 

○議長（片山正弘君） 佐藤水道事業所長。 

○水道事業所長（佐藤 進君） 先ほど総務課長が答弁いたしましたが、現在桜渡戸分館につい

ては13ミリのメーターということで今まで施設を使っていたと。今回改築というか新築に当
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たりまして、ちょっと図面上ですけれども、９つか10くらい、いわゆる水抜きというか水の

場所になるということになりますと、６栓以上15栓までが20ミリに口径のメーターにしなけ

ればならないということになります。その場合、現在ですと13ミリで加入金の場合４万円に

消費税ということで４万3,200円と。20ミリの場合は12万円に消費税ということで12万9,600

円というふうになりまして、そのいわゆる差額分ということになりまして、８万6,400円につ

いて水道会計のほうに納めていただくということになりますので、その13ミリから20ミリに

増径したことに伴う加入金が必要ということで８万7,000円の補正が必要になっているという

ことでございます。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 髙橋幸彦議員。 

○７番（髙橋幸彦君） 大変詳しい説明ありがとうございます。わかりました。 

  次に、賦課徴収費ですね、こちらの町県民税特別徴収用の税額決定通知書への個人番号記載

により簡易書留郵便による発送になったため郵便料が不足と、提案理由説明書にあるんです

が、この特別徴収用の通知書というのは大体何月に納めなくていけないのか、それのほうか

らちょっとお聞きしたいなと思います。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） 今回の補正に関連するものとして、５月の中旬に発送をしておりま

す。通常は普通郵便で送っていたわけですけれども、マイナンバーの関係がありまして、簡

易書留での郵送になったため、郵送料が不足したための補正ということです。 

○議長（片山正弘君） 髙橋幸彦議員。 

○７番（髙橋幸彦君） そうしますと、一度は発送してしまったということになるわけですか。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） 発送は既に５月12日にしていまして、それに伴って通常であればほ

かの通信運搬費の予算が当然足りなくなりますので、それに見合った分を補正したというこ

とです。 

○議長（片山正弘君） 髙橋幸彦議員。 

○７番（髙橋幸彦君） わかりました。 

  それで、次の、町税還付金ですね、法人町民税の確定申告で見込み額を上回ったということ

だったんですが、これは何社なんでしょうか。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 



４２ 

○財務課長（千葉繁雄君） 例年大体予算を500万円とっていまして、大体、ばらつきはありま

すけれども、20から30件ぐらい発生するんですけれども、今回は要は数十万単位の返還の会

社が７月末の時点で６社、７社発生してしまいまして、少しペースが速くなってしまってい

るということで、このままの状況だと年度末までちょっと不足するのではないかという予測

がされますので今回補正をさせていただきました。 

○議長（片山正弘君） 髙橋幸彦議員。 

○７番（髙橋幸彦君） わかりました。 

  それでは、11ページですね、次に、老人福祉費の長寿社会対策基金積立金というのが、毎年

あるものかどうか、いつも大体この９月の時期になるのかどうかということをちょっとお聞

きしたいと思っております。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） これは特別会計のほうに積み立てをするということで、基金のほう

に積み立てをするということで、毎回毎回発生しているわけではないですけれども、決算の

状況ですとか、あとは基金の状況も見て、今回はこの額を積むのが適正ということでこの額

を補正させていただきました。 

○議長（片山正弘君） 髙橋幸彦議員。 

○７番（髙橋幸彦君） じゃあ、決算がよかったという結果だと思いますので。 

  それと、最後に、町道根廻線のやつで、先ほど今野議員の質問に赤間建設課長が補償費、マ

イナス、減額補正が8,000万円、それにプラス3,000万円くらいというような説明を受けたと

思うんですが、あれはＪＲのあそこの変電所のところの件なのかどうか、ちょっとそれだけ

確認をさせていただきたいと思います。 

○議長（片山正弘君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） 補償費の中身につきましては、当初8,000万円で、ＪＲの変電所の

近辺の架線ですね、電力線関係の移設とその周辺の仮設関係も含めまして、あとブロック積

み関係も今現地にあります。その部分のやつをやり直さなければならないということの補償

になっておりまして、当初8,000万円で見込んでおりました。先ほど増額した分は4,800万円

増額と言っておりましたけれども、その分は当初、一番最初に3,000万円で見込んだ分からの

増額ということで、実際7,800万円の補償工事費分がかかるという形になっております。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 髙橋幸彦議員。 
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○７番（髙橋幸彦君） 以上で終わります。 

○議長（片山正弘君） 他にございますか。11番菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 私は１点だけなんですが、10ページの、今、髙橋幸彦議員が質問しまし

た３款民生費、社会福祉費老人福祉費積立金、これ積立金の補正額には異論はございません

けれども、たまたま長寿社会対策基金の条例を見ておりましたら、普通は基金には町長が必

要としたとき繰替制というんですか、繰替運用というんですか、というものがあるんだなと

思ってほかを確認してみたら、土地、区有地基金を除いて11の基金があったんですが、それ

のうちの９つにはこの繰替運用というのが規定されておりました。そしてこの長寿社会対策

基金と育英基金には繰替運用が規定されていなかったのですね。育英基金は何となくわかり

そうな気がするんですが、この長寿社会対策基金に繰替運用を規定していないというのはど

ういう理由なのかなということで教えていただきたいと思いまして質問いたしました。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） ちょっと今、条例は持ってはいないんですけれども、基本的には余

りそれ以外の目的で何か使い回しをするというのはよほどのことがない限りはしないんです

けれども、ちょっと当時の基金の設置の経緯もあるんだと思いますが、ちょっと今この場で

ははっきりお答えできません。申しわけございません。 

○議長（片山正弘君） 菅野議員、今、執行部のほうでちょっとこの基金の取り扱いについて若

干調整をしたいということですので、暫時休憩させていただきたいと思います。 

     午後１時１６分  休 憩 

                                            

     午後１時４５分  再 開 

○議長（片山正弘君） 再開いたします。 

  熊谷副町長より説明いたします。副町長。 

○副町長（熊谷清一君） ちょっと今、時間をいただいて確認をさせていただきました。 

  まず当時、平成２年ごろらしいですけれども、国の原資で交付金で町のほうに来て、果実運

用ということでやっていたと。それは基本的に原資に手をつけないで利子で運用するように

ということなので、さっきあった話はちょっとしなかったということです。ただ、今、その

ほかに確認していたんですけれども、今、県に確認いくと、その辺も原資のほうにも少し手

をつけていてもいいんでないかというような話もあるようであります。ですので、今後その

辺ちょっと、今後の内容を見てその辺のところは検討していくなりしていきたいというふう
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に思っております。 

○議長（片山正弘君） 菅野議員。 

○11番（菅野良雄君） 一応、ほかの条例を見ると、確実な繰り戻しの方法と期間及び利率を定

めて、基金に属する現金を歳入歳出現金に繰り替えて運用することができるとなっているわ

けね。ですから、使いっぱなしではだめだと思うんですけれども、ちゃんと繰り戻せば必要

なときには使っていいのではないかと思いましたので質問してみました。ですから、よく検

討してみてくださいということでお願いします。 

○議長（片山正弘君） よろしいですか。他に質疑ございますか。２番赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） それでは２番赤間です。 

  私のほうからも今回の一般会計補正予算にかかわるところで、何点か質問させていただきま

す。 

  最初に、２款１項12目町民バス運行費でありますが、前段何人かの議員から質問があって、

おおよそ枠はつかんでいるんですけれども、要するに松島町の町民バス運行開始来およそ20

年経過してきているわけでございますが、今回のような形での、いわゆる公共交通網として

の町民バス運行に対しての調査とか、委託調査とかですね、そういったものの過去において

の成果というんですかね、そういったものは見出したことはなかったんですか。要するに、

一番関心を持つところは、やはりこういった町民バスの運行に当たって、費用対効果以上に

公共交通網だからこその運行ということでの視点での対応をどう捉えていくかというところ

をちょっとお伺いしたと思っているんです。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） これまでに抜本的な交通網形成の計画を立てたかというと、立てて

はおりません。今回、地域公共交通網形成計画という言葉ができたのが３年前、国土交通省

から出ておりまして、今、全国に1,741市区町村あるわけでございますが、計画を立てた自治

体が284であるということで、始まったばっかりの事業であると。これに私どもでは乗ってい

きたいということでございます。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） 運行以来、相当数の年数が、松島は県内的にも早くにこういった事業に

とりかっているわけでございますが、決算時期を迎えるに当たって毎たびのごとくこういっ

た、いわゆる正直申し上げて赤字会計をせざるを得ないような運行状態になっていながらの

改善策というのがなかなか出てこないわけですけれども、そういった中にあって、今回こう
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いった地域公共交通網形成計画策定業務ということで、この中には経営上の損益的なことの

捉え方、視点が入るのか否かというところをまず最初にお伺いしたいんですけれども、わか

りますか。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 経営上の話まで、どこまで突っ込めるかということでございますが、

まずマスタープランをつくって、それが今年度と。来年再編実施計画というのをつくります

が、再編実施計画の中ではその経営まで踏み込んだ答えが出てくるんだと思います。そんな

中で、先ほどからずっと申し上げておりましたが、直営でこのままやっていったらいいのか、

それから一部委託にしたらいいのか、さらにまた指定管理制度にしたらいいのかという選択

も含めてやっていくと。今、3,000万円総支出額がかかっておりまして、５万5,000人くらい

しかご利用いただいていないと。１人当たり560円か570円かかっているんですね。これを何

とかしていかなくちゃないだろうなというようなことで、私どもでは抜本的に計画をつくっ

たらいいということで、事業を起こそうという話でございます。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） 今、答弁いただいて、大体そういうことなんだろうなと思いながら、や

はりこういった公共交通としての町民バスのあり方、どうしても現行分析、運行状態の現行

分析とともに将来の利用度合いというんですかね、利用者による運行経費に、収入としてカ

ウントとる以上はどうしても利用度合いを上げなければというふうな視点をいれなければい

けないだろうなと思いますので、今、松島町民の方で延べでは５万ちょっとの数字だと思い

ましたけれども、どれくらいの利用者がおられて、それが延べ人数的に５万幾らになってお

って、それを今後３年なり５年後には人口の５倍程度ですから７万5,000人くらいの人数の利

用者を見込んでいるとか、そういった目標値まで踏み入って計画策定に及ぶのかなというふ

うにちょっと読むわけなんですけれども、そういった考え方というのはどうなんでしょう。

捉えているんでしょうか。 

○議長（片山正弘君） 亀井総務課長。 

○総務課長（亀井 純君） 今現在で、数字的に目標値を定めてはおりません。ただ、現状値と

して平成22年には６万7,697人というご利用をなさった方が、今は５万3,217人と、これ平成

27年度のデータでございますが、ことしもっと減っているかもしれませんけれども、そうい

うふうに減少傾向にあるということで、買い物弱者が出ている中で減っているというのはち

ょっと使い勝手が悪くなっていることは確実に言えると思うんですね。これを何とか使い勝
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手がよく、買い物弱者の方にも利用していただけるようにつくっていけたらなと思っていま

す。今、議員おっしゃったように７万幾つというような数字なんですが、その辺も参酌しな

がらつくっていくべきだと思います。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） 今、答弁いただきましたけれども、要は、何度かこれは新聞報道等も踏

まえてですが、先ほど今野議員なんかもお話しされていますけれども、最近やはり高齢者に

よる交通事故、特に80代を超えるような方々がどうしても買い物あるいは病院等、自分の足

として自家用車を運転しなければということで、たまたまそれが事故等に遭ってしまってい

るというふうな状況がありますから、そういった高齢者の運転免許返上者等、あるいは買い

物が町内的には、この54平方キロ弱のところで、結構、交通、足の便としてですね、不便を

来している状況もありますから、そういった交通の空白地帯へも配慮した描きをぜひともし

てほしいなというところをお願いして、この質問は終わります。 

  次に、２つ目なんですが、２款２項賦課徴収費の部分なんですけれども、提案理由説明書の

「また」以降なんですけれども、例年５月に確定等を踏まえて発送された郵便物の補正は大

体わかるんですが、その後に還付金、当初見込み額より上回る補正が見込まれるという状況

があるんですけれども、これあくまでも単年度分なんですか、過年度分も踏まえてなんです

かね。その辺ちょっと確認しておきます。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） 歳出還付ですので、過年度分ということで理解してもらえればいい

と思います。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） そうだということで、過年度分ですね、わかりました。 

  それから、ちょっと移りまして、３款２項６目子育て支援事業の部分です。提案理由を読ま

せていただくと、一番後段の部分ですね、参加児童がふえたことに伴う備品購入費及び私立

保育所利用保育児童の増に伴いというふうに書かれているわけでございますが、この私立保

育利用児童数というんですか、人数はどれくらいになっているんでしょうか。そのふえてい

る要因と捉えているのは、どのように把握しているんですか。その辺ちょっとお伺いします。 

○議長（片山正弘君） 太田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（太田 雄君） 今回の補正につきましては、大和町の法人が運営しております

保育所に１名入ったということ、あと、当初より秋田県の保育所のほうにも１人入っており



４７ 

ますので都合２人という計算になります。 

  以上です。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） これは、当初予算なんかでも出てきた地域からの保育児童ということで、

それが変わっていなくて２名ということなんですね。わかりました。 

  次に、これ最後になりますが、６款１項４目農道北小泉・幡谷線舗装補修の経費なんです。

先ほど町長が答弁の中で、ざっくばらんにということだと思いますが、今の時期にまだ震災

復興の当町の事業が発生して通行往来が、大型ダンプ車車両、今後とも続くだろう中でやっ

て、恒久的舗装としての計上はいかがなものかという考え方、本当にできるだけ最終年、平

成31年以降でという考え方のもとにということであったけれども、事故等が発生したことが

大きな要因となってということですね。それで、当然道路管理者としては、どんな視点とい

うか捉え方であっても、利用者利便に対しての考え方として、やはり一番危険なような状態

でさらしておくのは町道管理はこれは、道路管理者、この場合は建設課ですね、その上で町

長管理ということになるんでしょうけれども、そういったものについてはできるだけ簡易舗

装でなくて、若干グレードアップした、恒久とはいかなくてもそういったスタイルに切りか

えていこうという考え方になるんですかね、そういう理解ですかね。 

○議長（片山正弘君） 町長。 

○町長（櫻井公一君） 施工方法については、建設課長から説明させますけれども、これは松島

だけではないみたいなんですね。隣の利府町でも、鈴木町長に聞いたら利府でもやっぱりあ

ったということで、どうも震災の一番最後までもう待てないと。そこで、事故等考えたとき

に、安心・安全を考えるんであれば最低限のお金をつぎ込まないとしようがないのではない

かという話を利府からも聞いていました。そこでもって、うちの建設課のほうからも大分出

てきまして、実際現地を見てきまして、その穴のあき方がちょっと異常なので、今までは職

員が一時的に補修だけしていたんですが、それではどうもだめだということでありますので、

今回ここに至ったと。施工方法については、課長から説明させます。 

○議長（片山正弘君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） 施工方法につきましては、一旦、補正でも説明いたしましたけれど

も、内容でも説明しましたが、アスファルト舗装をはがしまして、路盤、下まで傷んでいる

という形になると思います。路盤のほうも再転圧をさせていただきまして、新たにまた同じ

舗装をするという形で今回は補修をしていきたいと考えております。また、恒久的な補修に
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つきましては、平成32年度とか、復興が落ちついたころという形になりますけれども、今現

在、復興庁のほうに復興交付金事業のほうでできないかということで申請を予定しておりま

す。これは19回申請を目標に協議を進めております。ですので、今、調べますと、国交省、

あと宮城県の工事で、あと林野庁の工事で、石巻、東松島方面のほうに結構土の搬出が多い

ということになっております。１日の台数でいきますと、その工事をやっているだけでもま

ず200台くらいは今から１年間くらいは通るという形になっております。しかしながら、来年

度になりますと、それがだんだん落ちついてくるのかなというのがありましたので、大型ダ

ンプの往来を確認しながら、早急に舗装を実施していきたいとは考えておりました。 

  あと、最終的に舗装になりますけれど、これは復興庁との協議の中でグレードアップはでき

ませんよという形で聞いておりましたので、今の舗装とほとんど変わらない形になりますが、

施工方法としましては今のアスファルト舗装を交えた路盤を一回現地で砕くというか、砕き

まして、そのまま路盤材にしてしまうと。その上のほうにまた５センチのアスファルト舗装

を敷くという形になりますけれども、舗装自体は今の路面よりも５センチほど高くなります

けれども、強度のほうはもともとのあった舗装よりも強度は少し強くなるというような形で

計画しています。今まで交付金とかで実施している他市町村なんかもこの方法でやっていく

ということで、復興庁に対しましてもその方向で協議を進めているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） 私も今回一般質問で仙台松島線、通称利府街道の部分で質問を予定して

いましたんですけれども、隣の利府町の通行、往来すると、宮城県の工事として、夜間工事

として、随時恒久的に県道の部分ではね、やっていきているようなので、松島町内のほうで

もぜひともそういった方向をお願いしたいなという考え方のもとに、たまたまここの６款で

農道ではありますけれども、考え方が出せましたので、あえて質問させていただきました。

どうかひとつ、地元への連携も含めてですけれども、地元行政区ともお話し合いを持ちなが

ら、震災復興期間が長くなっていけばいくほど傷みが大きく出ますから、こういったものを

少しずつでも改善に結びつけられたらなという思いでいましたところにこういった補正があ

ったので、ようよう見てくれているなというふうな思いであります。ありがとうございます。 

  それで最後、これ１つ、要望なんですが、実はその上の段に、６款１項３目に農業振興費が

上がっています。いろいろと補助事業あるいは交付金等を使っていただき、松島町のＪＡさ

んが中心となって果樹部会というのを立ち上げて振興しているわけなんでございますが、や



４９ 

はり、こういった任意の団体が成熟していくまでには２年、３年とかかる、あるいは取り扱

い品目というんですか、この場合は桃とかイチジクとかその他いろいろ果樹関係があるわけ

ですけれども、何分、思い起こせば四十何年か振りで松島町に果樹部会というのができるん

だななんて思います。私が小さいころは、松島町にも桃とか梨とかリンゴとか、そういった

ものを植えられていて、それを見ながらついつい通学途中でかぶりついたという思い出があ

るんですけれども、そういった部分が良きにつけ悪しきにつけ思い出されれば、またこうい

うのどかな農村風景も再開始できるかな、有効農地対策とはいいながらそういったこともあ

ればなと思っていたところであります。それでここでちょっと要望的にお願いしたいなと思

うところは、やはり国のこういった補助事業、交付金事業がなくなったにせよ、松島町とし

てやはり観光のほかには、農林水産、第１次産業も基幹産業の第一ですからね、そういった

ところに対して単独の何かこう、後継者対策あるいは産業対策といったところを見込んで、

単独の事業が補助メニューとして何かこう残せたらいいかなと思っています。そういった考

え方を、ちょっと町長の考え方として、どうでしょうかというふうにお尋ねしておきたいん

ですが、いかがでしょうか。これで最後ですけれども。 

○議長（片山正弘君） 町長。 

○町長（櫻井公一君） 松島町は、よその地域と違って恵まれているなと思うのは、消費すると

ころがあると。例えば、ホテルでもいろいろなホテルがありますので、そちらに持っていけ

ば消費してくれるのかなと。それともう１つは、一般質問が出ていましたから触れませんで

したけれども、来年から減反政策もなくなるといった場合に、いろいろなものも模索しなが

らいかなくちゃならないだろうと。高齢化世代がどんどんどんどんふえてきますから、そう

いった方々が知恵と汗を出して何かをやって金にかわってくれれば一番いいんだろうと、そ

の手助けをするのがこういった事業だと思うんですね。ですから、議会からのご承認をもら

って、ことしの４月からは産観のほうに１人配置しておりますけれども、ああいった方々も

活用しながらこういったものと組み合わせてやっていきたいと思いますので、今後ともよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） 松島の農業、前途、いろいろ多難ではありますけれども、何分現農業従

事者それから後継者の分野を見ても、なかなか道険しい産業の中で一生懸命頑張ろうとして

います。そういったところに当たって、やっぱり行政からのそういった、町長とことしです

が、考え方を示していただくならば、将来に向かっては、観光地としての消費地を見込んで
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も、明るい方向に進められるのではないかと思います。どうもありがとうございました。 

  以上です。 

○議長（片山正弘君） 他にございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論参加ございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、討論なしと認めます。討論を終わります。 

  これより議案第78号を採決します。 

  本案を原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（片山正弘君） 起立全員です。よって、議案第78号平成29年度松島町一般会計補正予算

（第３号）については、原案のとおり可決されました。 

                                            

     日程第６ 議案第７９号 平成２９年度松島町国民健康保険特別会計補正予算（第２ 

                 号）について 

○議長（片山正弘君） 日程第６、議案第79号平成29年度松島町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）ついてを議題といたします。 

  提案説明が終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。質疑ございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論参加ございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、討論なしと認めます。討論を終わります。 

  これより議案第79号を採決します。 

  本案を原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（片山正弘君） 起立全員です。よって、議案第79号平成29年度松島町国民健康保険特別

会計補正予算（第２号）については、原案のとおり可決されました。 
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     日程第７ 議案第８０号 平成２９年度松島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

                 １号）について 

○議長（片山正弘君） 日程第７、議案第80号平成29年度松島町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）についてを議題といたします。 

  提案説明が終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。質疑ございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論参加ございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） 討論なしと認めます。討論を終わります。 

  これより議案第80号を採決します。 

  本案を原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（片山正弘君） 起立全員です。よって、議案第80号平成29年度松島町後期高齢者医療特

別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決されました。 

                                            

     日程第８ 議案第８１号 平成２９年度松島町介護保険特別会計補正予算（第２ 

                 号）について 

○議長（片山正弘君） 日程第８、議案第81号平成29年度松島町介護保険特別会計補正予算（第

２号）についてを議題といたします。 

  提案説明が終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。質疑ございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論参加ございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、討論なしと認めます。討論を終わります。 

  これより議案第81号を採決します。 

  本案を原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（片山正弘君） 起立全員です。よって、第81号平成29年度松島町介護保険特別会計補正
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予算（第２号）については、原案のとおり可決されました。 

                                            

     日程第９ 議案第８２号 平成２９年度松島町観瀾亭等特別会計補正予算（第２号） 

                 について 

○議長（片山正弘君） 日程第９、議案第82号平成29年度松島町観瀾亭等特別会計補正予算（第

２号）についてを議題といたします。 

  提案説明が終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。質疑ございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論参加ございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、討論なしと認めます。討論を終わります。 

  これより議案第82号を採決します。 

  本案を原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（片山正弘君） 起立全員です。よって、議案第82号平成29年度松島町観瀾亭等特別会計

補正予算（第２号）については、原案のとおり可決されました。 

                                            

     日程第１０ 議案第８３号 平成２９年度松島町松島区外区有財産特別会計補正予算 

                  （第１号）について 

○議長（片山正弘君） 日程第10、議案第83号平成29年度松島町松島区外区有財産特別会計補正

予算（第１号）についてを議題とします。 

  提案説明が終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。質疑ございますか。色川晴夫議

員。 

○10番（色川晴夫君） 質問させていただきます。 

  このたびの補正は、松島区、高城区それぞれ91万1,000円、22万6,000円、松島の分はですね、

土地の貸しつけというようなことになっております。そういうことでそれぞれどのような、

松島区に関しては、どういったものを貸しているのか、それを説明いただきたい。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） 松島区の91万1,000円の補正のほうですけれども、こちら浪打浜雨
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水ポンプ場の資材置き場として三十刈、ちょうどアバロンさんのところの敷地1,278平米を貸

しつけしているという内容です。 

  以上です。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） いつまで契約なんですか。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） 平成30年２月28日まで、10カ月間の期間になっております。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） じゃあ、高城のほうはいかがなんでしょう。高城は……。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） 高城は、ございません。前年度繰越金でございます。 

○議長（片山正弘君） 色川晴夫議員。 

○10番（色川晴夫君） それではわかりました。 

  もう１つですね、補正にはちょっと関係ないんですけれども、総合運動公園の、何か大会あ

るときは臨時駐車場として松の杜の空き地、あの辺利用するというようなことでありまして、

ことしは特に雨が多いとか、雨のときあそこのところたまたま利用して、もう泥だらけにな

ると、車が。そういう中で、そういうイベントのときの駐車場の管理、砂でもなんでも入れ

てくださいませんかというようなことのご要望が、何人かに聞いたことがあるんですよ。そ

ういうのを含めて、その辺対応できるかどうか。お願いしたいと思いますけれども。 

○議長（片山正弘君） 千葉財務課長。 

○財務課長（千葉繁雄君） 区有財産として、まず対応すべきかどうかということもありますの

で、ここではちょっと即答では申し上げられませんけれども、基本的には区有財産として管

理している状況ですので、また、駐車場として使う主催者側の問題もあると思いますので、

そこは今後の検討課題にさせていただきたいと思います。（「検討してください」の声あり） 

○議長（片山正弘君） 他にございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論参加ございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、討論なしと認めます。討論を終わります。 
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  これより議案第83号を採決します。 

  本案を原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（片山正弘君） 起立全員です。よって、議案第83号平成29年度松島町松島区外区有財産

特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決されました。 

                                            

     日程第１１ 議案第８４号 平成２９年度松島町下水道事業特別会計補正予算（第２ 

                  号）について 

○議長（片山正弘君） 日程第11、議案第84号平成29年度松島町下水道事業特別会計補正予算

（第２号）についてを議題とします。 

  提案説明が終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。質疑ございますか。２番赤間幸

夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） ２番です。 

  ちょっと、提案理由の中に、一番後段なんですが、繰り越しをするものということで今回補

正計上されているわけなんですね。この時期で工事ボリューム等を見たときに、あと半年近

く残して繰り越しありきでこういった補正を見込むという形は早過ぎるのではないかと、ボ

リューム的に見てもね。したがって、お伺いしたいのは、いわゆるトータル、工期として、

工事行程工期としてどんな見方をするとこんな繰り越しを想定、最初から入るんですかね。

それをちょっとお伺いしておきたいんですが。 

○議長（片山正弘君） 佐藤水道事業所長。 

○水道事業所長（佐藤 進君） 今回の補正で繰り越し決定ということで、今年度中の施工とい

うことが可能じゃないかというお話かと思います。ただ、今回補正していただいた金額とい

うことでございますが、事業のこれからの事務の進め方でございますが、金額が金額なもの

で、議会の議決を要する工事請負契約になってしまうということで、今回補正していただき

ましたら発注事務を進めて、今、このような状況ですけれども一回で落札すれば12月議会の

ほうに提案して議会の、工事の可決をいただきたいなというふうに思っているところでござ

います。その後、工事着手ということになりますが、標準的には大体この金額であれば６カ

月弱ぐらいでの工事施工で、準備工から含めてですけれども、なるのかなというふうに思わ

れるんですが、いわゆる管渠部分の大口径の管ということで、受注生産部分もあるというこ

とで、今回の震災等、ほかの市町村の災害復旧・復興状況ということで、受注生産の部分も
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若干納期が１カ月、２カ月ずれ込んでいるということも考えると、準備工を含めると７カ月

ぐらいはかかるのかなというふうになりまして、同じ話になりますが、12月に議決をいただ

ければ春、今年度いっぱいないし４月ごろまでは準備工にかかると。そして工事着手すれば

二、三カ月ということで、提案理由で申し上げましたが、夏までには最下流部のマンホール

の築造をしなければならないということで、当初からこのような計画を見込める場合、どう

しても今年度中の完成が見込めないということで、今年度の今回の補正であわせて繰越明許

を設定させていただいたところでございます。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） 工事内容資料で見させてもらうと、土工等二次製品でおおむね賄われて、

今、お話出ましたけれどもその部分別枠で発注して進められると。それで、ちょっと、位置

図から見ると、住宅地の中でも海沿いの日常生活に支障のない路線上の工事施工箇所何だろ

うなと見て取れますから、余り深く強く繰り越しありきかというふうには見れないわけなん

ですけれども、要は、こういった築造工事を工事として発注する場合には、もう既に前年度

あるは前年度後半でもうある程度委託かけて、積算も含めてですね、もう既に役場内部では

ですね、終わっておるのかなというふうな捉え方をしていたんですね。そういったことの運

びというのは、この29年度にはある程度予測して物事を進めているのではないのかなという

思いから、私、質問させてもらったんですけれども、そうではないんですか。12月という見

込みしているんですが。 

○議長（片山正弘君） 佐藤水道事業所長。 

○水道事業所長（佐藤 進君） こちらの現場のほうなんですが、当初予算なりの予算で措置す

れば、補正とかということではなく年度内に完成が見込めたんじゃないかというようなお話

かと思います。確かに、私たちもこちらのというよりも、29年度の当初予算編成時に長田ポ

ンプ場の関係もございましたので、12月、昨年の議決をいただきましたが、日本下水道事業

団と町の管渠の部分の施工時期について協議させていただいたということでございます。必

要であれば私たちも当初予算の計上という流れで進めようかなということで、予算編成の時

期の11月、12月ということで、協議させていただいたんですが、事業団のほうから平成30年

度の施工で大丈夫じゃないかということのお話がありました。そのお話としては、議決をい

ただいていますが長田ポンプ場と役場の小梨屋ポンプ場あわせて事業団のほうから請負業者

に発注しているということで、事業団のほうとしても同時並行で進めていくんじゃないかと

いうことで、それに伴って30年度の管渠の予算措置でいいんじゃないかということで回答は
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したようです。しかしながら、御存じのとおり国道45号松島橋のかけかえ工事のほうで、小

梨屋ポンプ場のほうはちょっと今ストップ状況で、長田ポンプ場のほうに請負業者も集中的

に作業をしているということを踏まえると、長田ポンプ場の進捗のほうが予定よりもちょっ

と進んでいるということに伴って放流渠、事業団発注部分の放流渠と町発注部分の管渠のマ

ンホールの取り合いの部分が来年の夏までにはちょっと終わらないと工事が進まないという

ことで、大変申しわけございませんが今回補正させていただいて工事を進めるということで

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 赤間幸夫議員。 

○２番（赤間幸夫君） 話の向きはわかりました。提案理由説明と補足でお話ししたとき、今、

詳細にわたってお話いただいたのでわかったのであって、あらかじめそういったことはわか

っていればこんな質問はしなくても済んだのかなと思っていますけれどもわかりました。そ

ういった捉え方というのは大事ですので、よろしくお願いします。どうもありがとうござい

ました。 

○議長（片山正弘君） 他にございますか。髙橋幸彦議員。 

○７番（髙橋幸彦君） この場所は私どもの地元でありますし、よく利用しているところなんで

すが、これ今、赤間議員の質問に水道事業所長が答えられたんですが、実際これ工事始まる

と通行どめになると思うんですが、大体どれぐらいの期間を見ているのか、まずそれからお

伺いしたいと思います。 

○議長（片山正弘君） 佐藤水道事業所長。 

○水道事業所長（佐藤 進君） 工事期間的には、３カ月くらいで終わるかと思うんですけれど

も、実際準備工とか測量とか入って、ここの部分出入りができるかどうか調整は必要なんで

すけれども、春先ぐらいから夏ごろまでということで町では予定していますが、また詳細が

決まりましたら付近住民の方とかそちらのほうに周知していきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（片山正弘君） 髙橋幸彦議員。 

○７番（髙橋幸彦君） 年内中じゃなければ、大体大丈夫だと思うんですが、ここを通られる方

とか、私ら漁業者もそうなんですが、そちらとの協議を十分にしていただいて、不便のない

ようにしていただきたいなと思っております。 

  それであと、このボックスカルバートを入れるところは町道というか、あれだと思いますけ
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れども、ここが段差、所長もわかるとおり段差が著しくて、ロングボディのトラックとかが、

言葉悪いですが、けっつつけるというかそういうところなんですよね。ですから、今度ボッ

クスカルバートになるし、ヒューム管埋設するんでしょうけれども、ぜひ少しなだらかにし

ていただいて、通りやすくしていただきたいなと思っておりますので、工事始まる前にはい

ろいろ我々漁業者とも話あるでしょうから、それに協力したいとは思いますので、ぜひ近づ

きましたらよろしくお願いしたいなと思っております。 

○議長（片山正弘君） 佐藤水道事業所長。 

○水道事業所長（佐藤 進君） 先ほどの髙橋幸彦議員から言われたように、道路の段差の件と

か施工時期等につきましては、関係機関の方と綿密にちょっと打ち合わせしていきながら進

めさせていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（片山正弘君） 他にございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論参加ございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、討論なしと認めます。討論を終わります。 

  これより議案第84号を採決いたします。 

  本案を原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（片山正弘君） 起立全員です。よって、議議案第84号平成29年度松島町下水道事業特別

会計補正予算（第２号）については、原案のとおり可決されました。 

                                            

     日程第１２ 議案第８５号 工事委託に関する協定の締結について【仙石線高城町・ 

                  手樽間高城こ線橋新設工事】 

○議長（片山正弘君） 日程第12、議案第85号工事委託に関する協定の締結についてを議題とし

ます。 

  提案説明が終わっておりますので、直ちに質疑に入ります。質疑ございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論参加ございますか。 



５８ 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（片山正弘君） なしの声があり、討論なしと認めます。討論を終わります。 

  これより議案第85号を採決いたします。 

  本案を原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（片山正弘君） 起立全員です。よって、議案第85号工事委託に関する協定の締結につい

ては、原案のとおり可決されました。 

  本日の日程は全て終了いたしました。 

  以上をもちまして、本日の会議を閉じ、散会といたします。 

  再開は、９月５日午前10時です。 

  大変ご苦労さまでした。 

     午後２時４５分  散 会 


